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第
三
回
定
例
役
員
会
議
事
録

華
種
曇
裂
鹸
蟹
夢
尋
予
ム

石
井
正
彦
、
周
郷
哲
、
露
崎
耕
平
、

中
内
貞
夫
、
畠
山
直
久

吉
岡
久

一
人
一
護
者

（菊
池
）、
若
林
　
武

◎
会
議
の
前
に

「脊
損
ち
ば
第
１
１
４
号
」
の
発
送
準
備

を
お
こ
な
づ
た

〓

般
経
過
報
告
】

１
．
一弟
３
回
食
事
会
に
つ
い
て

（Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ
ラ
ン
チ
会
）

７
月
１９

日

（土
）
ア
パ
ホ
テ
ル
＆
リ
ゾ
ー
ト
東
京
ベ
イ
幕

張
　
４９

Ｆ
ラ
ム
ン
ュ
エ
ロ
ド

ロ
シ
ェ
ル
幕
張

参
加
者
‐
２８
名
（内
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
参
加
者
・金
谷
、
秦
、

高
む
お
友
達
を
誘
っ
て
の
参
加
者
あ
り
で
、
大
変
盛
り
上
が
っ

た
。
音
只
口か
ら
の
見
晴
ら
し
も
す
ば
ら
し
か
っ
た
。
ボ
ラ

ン
テ
イ
ア
の
金
谷
さ
ん
が
ホ
テ
ル
と
交
渉
し
て
、
ホ
テ
ル

入
り
日
付
近
を
駐
車
場
と
し
て
開
放
し
て
い
た
だ
き
あ
り

が
た
か
っ
た
。

反
省
点
と
し
て
、
受
付
が
わ
か
り
に
く
か
っ
た
の
で
次
回

は
部
屋
の
入
り
口

（外
）
で
し
て
ほ
し
い
。
障
害
者
ト
イ

レ
が
ｌ
Ｆ
で
遠
か
っ
た
。
駐
車
場
が
わ
か
り
に
く
か
っ
た
。

（時
間
が
遅
か
っ
た
の
で
誘
導
係
り
も
い
な
か
っ
た
た

め
）
会
辞
繁
型
甲
・寄
付
等
も
あ
り
支
部
か
ら
の
補
助
な
し
で
済

ん
だ

２
．
千
葉
リ
ハ
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て

⇔

６
月
２６

日

グ
ル
ー
．プ
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト

テ
ー
マ

「自
動
車
運
転
に
つ
い
て
」

参
加
者

‥
飯
岡
、
古
岡
、
若
林

進
め
方
と
し
て
、
上
体
の
悪
い
方
の
情
報
を
優
先
し
て
説

明
し
た
ほ
う
が
良
か
っ
た
の
で
は
‥
↓
千
葉
リ
ハ
担
当
者

に
つ
な
ぐ
。

②

７
月
１５

日
　
個
別
ビ
ア
サ
ポ
ー
ト
‥
吉
岡
氏

０

７
月
２４

日

グ
ル
ー
．プ
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト

テ
ー
マ

「外
出
に
つ
い
て
」

参
加
者

・畠
山
、
若
林

３
．
会
報
１
１
４
号
を
発
行

〔掲
載
内
容
〕
（
）
内
は
執
筆
者

支
部
役
菖
本
〓議
事
録

（石
井
）、
全
国
総
会
神
奈
川
県
総
会

報
告

（忍
）、
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
活
動
報
告

（会
沢
）

Ｍ
ｙ
Ｓ
ｔ
ｙ
ｌ
ｅ
　
ｖ
ｏ
ｌ
．
１３

（進
藤
）、

子
育
て
日
記
～
シ
ン
マ
イ
父
さ
ん
が
行
く
×
２
ｖ
ｏ
ｌ
．

‐２

（露
崎
）

Ｇ
ｏ
Ｏ
ｕ
ｔ
ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
　
ｖ
ｏ
ｌ
．
２

（帯
天
じ
、

第
２２
回
ぶ
ど
う
狩
り
＆
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
昼
食
〈
吾
禽
日

（藁

）

第
３
回
カ
ラ
オ
ケ
交
流
会
の
案
内

（千
葉
）、

Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ
ラ
ン
チ
会
報
告

含
昌
田
）、

車
イ
ス
ぶ
ら
り
旅
紀
行

（石
井
）

再
生
医
療
と
ｉ
ｐ
ｓ
細
胞
の
医
療
情
報

（千
葉
）
他

４
．
支
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新

担
当

‥
周
郷
　
５
月
‥
２
回
更
新
　
６
月
‥
３
回
更
新

７
月

‥
２
回
更
新
　
イ
ベ
ン
ト
予
定
を
ト
ッ
プ
ペ
ト
ジ
に

掲
載

５
．
そ
の
他

０
会
員
の
動
き

８
月
入
会
者

‥
齋
正
仁
美
さ
ん

含
昌
里
芭

現
在
支
部
会
員

‥
１
１
９
名

②

７
月

エ
ネ
オ

ス
Ａ

Ｓ
Ｓ

Ｏ

Ｃ
カ
ー
ド

契
約

価

格

◎
ハ
イ
オ
ク
＝
１
７
６
．
０
円
／
拐

◎
レ
ギ

■
フ
ー
＝
１
６
５
．
０
円
／
鵬

◎
軽
油
＝
１
３
９
．
０
円
／
拐

【本
部
報
告
事
項
】

１
．
代
議
員
選
挙
実
施
に
つ
い
て

代
豊書
貝
選
出
規
定
第
４
条
に
よ
り
千
葉
県
支
部
代
議
員
定

員
数
は
４
名
な
の
で
、
平
成
２
年
度
千
葉
県
支
部
定
期
総

会
で
選
任
さ
れ
た
代
議
員
を
本
部
に
登
録
す
る
。

◎
代
議
員
Ｎｏ．１
‥
石
井
正
彦
氏

■
石
井
氏
の
補
欠

‥
小
島
徳
太
郎
氏

（役
員
辞
任
の
た
め

電
話
で
承
認
済
み
）

◎
代
議
員
Ｎｏ．２
１
飯
岡
秀
之
氏

■
飯
岡
氏
の
補
欠

‥
荒
木
太
郎
氏

◎
代
議
員
Ｎｏ．３
‥
忍
　
司
氏

■
忍
氏
の
補
欠

・・古
岡
久

一
氏

◎
代
議
員
Ｎｏ．４
‥
露
崎
耕
平
氏

■
露
崎
氏
の
補
欠

‥
中
内
貞
夫
氏

代
議
員
の
任
期
・平
成
２８
年
度
本
部
定
時
総
会
終
了
ま
で

２
．
一被
災
労
働
者
と
家
族
の
援
護
、
労
災
補
償
に
関
す
る

相
談

口
援
助
事
業
に
つ
い
て

担
当

‥
古
谷
理
事

（全
国
労
働
安
全
衛
生
セ
ン
タ
ー
連
絡
会
議
事
務
局
長
）

古
谷
氏
が
勤
務
中
で
も
対
応
可
、
ま
た
〈苔
員
以
外
の
被
災

労
働
者
も
受
付
け
る
。

電
　
一詰
‥
０
３
‥
３
６
３
６
１
３
８
８
２

Ｆ
Ａ
Ｘ

‥
０
３
１
３
６
３
６
１
３
８
８
１

景言国

―
~

∪

-2‐



1977年 12月 8日  笛 3種郵揮物鰤 T   ssKP香損ニューース 春椙ちば 2014年 10月 24日 発行 増干|1涌巻筆 5851暑

医
２
枚
の
支
部
活
動
予
定
及
び
審
議
事
項
】

１
．第
２２
回
ぶ
ど
う
狩
り
＆
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
昼
食
会
に
つ

い
て

（脊
損
ち
ば
１
１
４
号
７
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

９
月
７
日

（日
）
１１
時
～
１４
時

分響
量
谷

‥
ｌｏ
時
）

東
金
松
之
郷
　
Ｑ
鈴
木
ぶ
ど
う
園

会
費

・・大
入
＝
２
，
０
０
０
円

小
中
学
生
＝
１
，
０
０
０
円
　
小
学
生
未
満
＝
無
料

幹
事

‥
露
崎

受
付

‥
忍
、
中
内

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
賞
品
及
び
氷
担
当

‥
露
崎

※
参
加
者
全
員
に
手
ぬ
ぐ
い
を
配
布

（中
澤
さ
ん
に
買
出

し
を
依
頼
す
る
）

役
員
参
加
者

‥
露
崎
、
中
内
、
飯
岡
、
石
井

詳
細
に
つ
い
て
は
脊
損
ち
ば
１
１
４
号
参
照

２
．
第
３
回
カ
ラ
オ
ケ
交
流
会
に
つ
い
て

（脊
損
ち
ば
１
１
４
号
８
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

◎
１０
月
１９

日

（日
）
１１
時
３０
分
～
１４
時
３０
分

◎
会
場

‥
シ
ダ
ツ
ク
ス
市
原
ク
ラ
ブ

※
飯
岡
氏
が
予
約
　
３０
人
ぐ
ら
い
入
れ
る
。

◎
会
費

‥
２
千
円

（昼
食
、
飲
み
物
込
み
）

※
駐
車
場
は
施
設
前
と
屋
上
に
あ
る
が
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

が
な
い
の
で
ス
ロ
ー
プヽ
を
往
復
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

車
い
す
誘
導
の
お
手
伝
い
を
金
谷
氏
に
お
願
い
す
る
。

役
員
参
加
者

‥
露
崎
、
飯
岡
、
石
井

詳
細
は
次
回
役
員
会

（１０
月
５
日
）
で
検
討
す
る
。

３
．
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
関
係

０
支
部
主
催
Ｆ
ア
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て

今
回
の
役
員
会
か
ら
会
議
終
了
後
（原
則
と
し
て
１４
時
～

‐６
時
γ
塁
地
し
て
い
く
。
“蟹
警
が

い
な
曇
深
口は
、
役

員
ど
う
し
の
情
報
交
換
や
、
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
の

心
得
な
ど
を
話
し
合
い
自
己
研
鑽
し
て
い
く
。
実
施
報
告

書
を
作
成
し
、
本
部
に
申
請
す
る
。
開
催
予
定
を
毎
回
「脊

損
ち
ば
」
に
掲
載
し
、
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
。

②
千
葉
リ
ハ
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て

８
月
２８
日

（木
）
グ
ル
Ｌ
プ
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト

テ
ー
マ

「福
祉
サ
Ｌ
ビ
ス
に
つ
い
て
」

参
加
者

‥
若
林
、
畠
山
、
石
井

０
ピ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
現
重
憾
ｋ
ム
に
つ
い
て

‐２
月
７
日

（当
支
壺
憂
■
云
と
兼
ね
る
）
会
場
‥
ホ
テ
ル

ポ
ー
ト
プ
ラ
ザ
ち
ば

ホ
テ
ル
側
に
見
積
も
り
を
と
っ
た
の
で
、
本
部
に
計
画
書

を
提
出
し
損
保
協
会
助
成
金
の
確
約
を
と
り
た
い

（８
月

Ｅ
Ｎ
Ｄ
）

文
書
で
護
渾
盤
顧
二
工
呆
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ

Ｉ
Ｋ
Ｗ
三
橋
民
穂
氏

（９
月
Ｅ
Ｎ
Ｄ
）

演
習
事
例

（案
）
の
作
成

・・吉
岡
、
若
林
　
次
回
役
員
会

（
１０
月
５
日
）
に
て
検
討
す
る

案
内
状
の
作
成

‥
石
井
　
１０
月
２５

日
の
、フ
ロ
ッ
ク
会
議

に
持
参
し
、
各
支
部
に
配
布
す
る
。

４
．
そ
の
他

①

エ
ネ
オ
ス
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
Ｃ
カ
ー
ド
入
会
申
込
用
紙
が
新

し
く
な
っ
た
の
で
希
望
者
に
配
布
す
る
。

②
関
東
甲
信
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
群
馬
県
大
会
開
催
に
つ
い

て◎
１０
月
２５
日

（土
）
１３
時
～

◎
会
場

‥
サ
ン
ピ
ア
高
崎

※
詳
細
に
つ
い
て
は
後
日
案
内
状
が
送
ら
れ
て
く
る
。

③
長
野
暴
蚤
夢

ラ
ウ
ス
ヽ
コ
ル
フ
大
会

◎
１０
月
１１
日

（土
）
～
１２
日

（日
）

◎
会
場
、
宿
泊
ホ
テ
ル
は
例
年
通
り
。

④
会
目員
の
磯
部
ゆ
い
さ
ん
（立
教
大
学
大
学
院
生
）
か
ら
、

修
士
論
文
の
回
頭
試
間
を
無
事
終
え
た
の
で
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
に
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
支
部
会
員
の
皆
様
に
感
謝

す
る
と
の
メ
ー
ル
を
い
た
だ
い
た
。

⑤
支
部
含
貝
か
ら
の
要
望
に
つ
い
て

ガ
ソ
リ
ン
等
の
燃
料
価
格
が
一昌
騰
し
て
い
る
の
で
、
県
に

助
成
金
の
要
望
を
し
て
ほ
し
い
。
山
梨
県
支
部
が
県
か
ら

年
２
万
円
助
成
を
受
け
て
い
る
。
↓
石
井
が
要
望
書
を
作

成
し
、
県
庁
の
障
害
福
祉
課
担
当
者
に
要
望
書
を
提
出
す

れＯ
臨
時
福
祉
給
付
金
に
つ
い
て
　
対
象
者
・市
民
税
を
納

め
て
い
な
い
方
で
生
活
保
護
を
受
け
て
い
な
い
方
及
び
そ

の
児
童

①
ジ
バ
ン
グ
倶
楽
部

（Ｊ
Ｒ
東
日
本
）
特
別
会
員
　
対
象

者

・身
障
者
手
帳
墨
羅
」６０
才
以
上

口
女
性
５５
才
以
上

一年
室
質
１
，
３
５
０
円
で
、
乗
車
２
０
１

ロ
キ
以
上
の
時
、

特
急
券
等
を
２
割
～
３
割
引
き
で
購
入
で
き
る
。
第
１
種

障
害
者
は
介
護
者
も
同
等
の
割
引
が
受
け
ら
れ
る
。
（身
障

ち
ば
よ
り
）

③
今
回
の
役
員
会
は
お
盆
に
近
い
こ
と
も
あ
り
、
集
ま
り

が
悪
か
っ
た
の
で
来
年
度
は
も
う
少
し
早
め
に
開
催
す
る
。

◎
千
葉
市
緑
区
土
気
の
「ホ
キ
美
術
館
」
に
車
い
す
者
が

入
館
し
た
ら
、
介
護
者
も
つ
か
ず

一
人
で
車
い
す
を
漕
げ

る
の
だ
か
ら
と
、
障
害
手
帳

（１
級
）
を
見
せ
て
も
割
引

さ
れ
な
か
っ
た
。

冊
支
部
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
規
則
運
用
に
つ
い
て
、
君
津
市
の

社
会
福
祉
協
〓ズ
ム内
に
あ
る
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
セ
ン
タ
ー
に

問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
を
依
頼
す
る
に

は
イ
ベ
ン
ト
等
開
催
市
町
村
の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
セ
ン
タ
ー

に
申
請
す
る
必
要
が
あ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
ヘ
の
交
通
費

や
食
事
等
に
つ
い
て
は
市
町
村
ご
と
に
違
い
も
あ
る
と
の

こ
と
。

支
部
と
し
て
、
各
市
町
村
の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
セ
ン
タ
ー
を

‐
3‐
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通
し
て
の
依
頼
方
法
に
つ
い
て
は
今
後
検
討
し
て
い
き
た

帥
支
部
備
品
を
周
郷
氏
の
倉
庫
を
借
り
て
保
管
し
て
い

る
が
、
使
用
頻
度
が
少
な
く
倉
庫
か
ら
の
出
し
入
れ
も
大

変
な
の
で
今
後
は
支
部
備
品
を
必
要
最
低
限
に
抑
え
整
理

し
て
い
き
た
い
。
↓
　
次
回
役
員
会
時
に
備
品
の
整
理
を

行
２

以
上
　
文
責

‥
石
井

※
午
後
か
ら
支
部
主
催
の
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
行
っ
た
。

前
回
発
行
の

「脊
損
ち
ば
１
１
３
号
」
に
案
内
を
掲
載
し

た
が
、
初
め
て
で
も
あ
り
相
談
者
が
な
か
っ
た
の
で
参
加

役
員
で
自
分
た
ち
の
生
活
に
お
け
る
情
報
交
換
と
、
ピ
ア

サ
ポ
ー
タ
ト
と
し
て
の
心
得
な
ど
を
話
し
合
っ
た
。

ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
事
業
報
生
墨
属
諄
学
・飯
岡

◎
次
回
役
員

市鷲
μ
２６
年
１０
月
５
日

（日
）

鰤

１０
時
～
サ
ン
ハ
ー
ト
　
２
Ｆ
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
ル
ー
ム

荒
木
太
郎
、
飯
岡
秀
之
、
石
井
正
蔵

忍
　
司

周
郷
哲
、

高
田
儀
雄
、
滝
口
仲
秋
、
千
葉
　
均
、
露
崎
耕
平
、

露
崎
真
純
、
富
田
健

一
、
中
内
貞
夫
、

吉
岡
久

一
＋
介
護
者

（菊
池
）、
若
林
　
武

第
四
回
定
例
役
員
会
議
事
録

墓
麗
乳
妻
薙
増
夢
子
子
（

Ｔ

般
経
過
報
告
】

１
．第
２２
回
ぶ
ど
，
狩
り
＆
バ
ー
ベ
キ
予
意
一食
会
に
つ

い
て

９
月
７
日

（日
）
東
金
松
之
郷
　
は
鈴
木
ぶ
ど
う
園

参
加
者

…
“
各

鈴
木
ぶ
ど
う
園
の
都
合
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
準
備
が
で
き

な
い
と
の
こ
と
で
、
急
速
イ
ベ
ン
ト
デ
リ
バ
リ
ー
を
利
用

し
た
た
め
経
費
が
高
く
つ
い
た
。

①
誘
導
案
内
係
が
い
な
か
っ
た
の
で
、
初
め
て
の
参
加
者

に
は
場
所
が
わ
か
り
に
く
か
っ
た
。

↓
以
後
、
誘
導
案
内
係
を
必
ず
立
た
せ
、
参
加
者
が
迷

わ
な
い
よ
う
注
意
す
る
。

②
ぶ
ど
う
狩
り
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ぶ

ど
う
園
の
事
情
で
ぶ
ど
う
狩
り
が
で
き
な
か
っ
た
。

↓
ぶ
ど
う
狩
り
が
メ
イ
ン
の
イ
ベ
ン
ト
と
勘
違
い
さ
せ

て
し
ま
っ
た
た
め
、
来
年
か
ら
は

『ぶ
ど
う
園
で
の
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
尽
食
会
』
等
に
名
称
を
変
更
し
、
希
望
者
は
個

人
的
に
ぶ
ど
う
園
に
申
し
出
て
ぶ
ど
う
狩
り
も
で
き
る
と

案
内
に
記
載
す
る
よ
う
に
す
る
。

③
担
当
役
割
が
明
確
で
な
か
っ
た
。

↓
イ
ベ
ン
ト
ご
と
に
担
当
を
分
け
、
明
確
に
す
る
こ
と

で
、
役
員

・
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
全
員
で
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上

げ
る
。

２
．
千
葉
リ
ハ
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て

働

８
／
２８
　
グ
ル
Ｌ
プ
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
　
テ
ー
マ

「福

祉
サ
ト
ビ
ス
に
つ
い
て
」

参
加
者

‥
中
澤
、
畠
山
、
若
林
、
深
井

②

９
／
２５
　
グ
ル
Ｌ
プ
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
　
テ
ー
マ

「家

屋
に
つ
い
て
」

参
加
者

‥
進
藤
、
若
林

３
．
ピ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
現
任
研
修
会
の
進
捗
状
況

的

８
／
１８
太
部
に
助
成
金
２‐
万
円
奎
甲
請

↓

了
解
を
も
ら
っ
た
が
飲
食
に
は
使
え
な
い
と
の
こ
と
「

②

８
／
２９
千
葉
リ
ハ
大
塚
氏
に
講
師
派
遣
依
頼
書
を
送

付
し
た
。

０

９
／
４
　
千
葉
リ
ハ
総
務
経
由
に
て
、
セ
ン
タ
ー
長
に

講
師
構
船
警
夏
て、
三
橋
講
師
に
講
演
依
頼
書
を
送
付
し
た
。

の

９
／
６

本
部
及
び
関
東
甲
信
各
支
部
長
に
日
程
会
場

等
を
メ
ー
ル
で
発
信
し
た
。
正
式
に
は
文
書
で
後
日
送
付

予
罵
⑤

９
／
２９
千
葉
リ
ハ
セ
ン
タ
ー
長
か
ら
承
認
書
が
、
三

橋
講
師
か
ら
は
承
諾
書
が
届
い
た
。

４
　
支
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新

８
月

‥
４
回
更
新
　
９
月
‥
３
回
更
新

終
了
し
た
イ
ベ
ン
ト
情
報
や
写
真
な
ど
を
掲
載
し
て
楽
し

さ
を
知
っ
て
も
ら
っ
た
ほ
う
が
よ
い
。
　
↓
　
次
回
イ
ベ

ン
ト
か
ら
担
当
者
に
メ
ー
ル
で
送
り
掲
載
す
る
。

５
，
そ
の
他

ω

９
／
６
関
東
甲
信
ブ
ロ
ツ
ク
会
議
主
催
支
部
に
Ｈ
２５

年
度
事
業
れ型
塁
日、
Ｈ
２６
年
度
事
業
計
画
童
乳
要
望
書
を

メ
ー
ル
で
送
信
し
た
。

②

９
／
８
自
動
車
燃
料
代
助
成
金
に
関
す
る
要
望
書
を

千
葉
県
知
事
に
提
出
し
た
。

要
望
内
容

‥
３
級
以
上
の
身
体
障
害
者
に
マ
イ
カ
ー
燃
料

代
と
し
て
、
年
間
２
万
円
以
上
の
助
成
を
す
る
か
、
ま
た

は
各
市
町
村
が
障
が
い
者
に
給
付
し
て
い
る
タ
ク
シ
ー
券

を
、
マ
イ
カ
ー
燃
料
券
と
の
選
択
制
と
す
る
こ
と
を
各
市

町
村
に
通
達
す
る
こ
と
。
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③
会
員
の
動
き

９
月
入
会

‥
行
木
進
さ
ん

（東
金
市
）
現
在
支
部
会
員

‥

１
２
０
名

会
費
納
入
状
況

‥
未
納
入
者

‥
９
／
２７
現
在
１１
名

（内

１
名
は
２
年
分
未
納
）
未
納
者
に
は
、
今
後
電
話
で
対
応

す
る
。

０

９
月

エ
ネ
オ

ス

Ａ
Ｓ

Ｓ

Ｏ
Ｃ
カ
ー
ド

契
約
価

格

◎
ハ
イ
オ
ク
＝
１
６
９
．
０
円
／
屑

◎
レ
ギ
■
フ
ー
＝
１
５
８
．
０
円
／
腸

◎
軽
油
＝
１
３
６
　
０
円
／
拐

⑤
県
内
で
、
車
い
す
者
で
も
乗
車
で
き
る
リ
フ
ト
付
デ
マ

ン
ド
交
通
が
導
入
さ
れ
る
と
の
情
報
あ
り
。
デ
マ
ン
ド
交

通
と
は
、
予
約
制
で
路
線
バ
ス
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
ー
バ
ス

の
よ
う
に
地
域
の
エ
リ
ア
内
を
走
行
す
る
。
各
市
町
村
に

順
次
導
入
さ
れ
る
予
鳥

【本
部
報
告
事
稿
】

１
．
８
／
３‐
第
１
回
社
会
参
加
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
製
作
夭
吝
員

会
実
施
　
当
支
部
か
ら
伊
藤

（本
部
理
事
）、
忍
、
石
井
が

出
席
Ｔ
ｏ
ｇ
ｅ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
６
‥
障
害
者
の
ス
ポ
ー
ツ
　
　
丁
ｏ

ｇ
ｅ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
７
‥
生
活
の
向
上

（エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
）

９
／
２７
第
２
回
社
会
参
加
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
製
作
委
員
会

実
施
　
当
支
部
か
ら
忍
、
石
井
が
出
席

体
験
談
な
ど
１０
人
ほ
ど
選
ん
で
書
い
て
も
ら
２ヽ
今
後
の

委
員
会
予
定
‥
＝
／
３
　
Ｈ
２７
．
‐
／
‐２

寒
フ
後
の
支
部
活
動
予
定
及
び
審
議
事
項
】

１
．
第
３
回
カ
ラ
オ
ケ
交
流
会
に
つ
い
て

（脊
損
ち
ば
１
１
４
号
参
照
）

１０
月
１９
日

（日
）
１１
時
３０
分
～
１４
時
３０
分

会
場

‥
シ
ダ
ッ
ク
ス
市
原
ク
ラ
ブ

〈
至
真
‥
２
千
円

（昼
食
、
飲
み
物
込
み
）

役
割
担
当
　
幹
事

‥
飯
岡
　
写
真

‥
露
　
・

駐
車
場
誘
導

‥
金
谷

２
．
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て

的
支
部
ビ
ア
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て

本
部
か
ら
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
テ
キ
ス
ト
を
取
り
寄
せ
た
の
で

れ響
暴
〓後
に
勉
強
会
を
実
施
し
て
い
く
。

②

千
葉
リ
ハ
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て

１０
月
２３

日

（木
）
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
の
予
定
だ
が
い
ろ
い

ろ
と
検
討
課
題
が
出
た
た
め
、
通
常
テ
ー
マ
を
お
願
い
し

て
参
加
す
る
。

３
．
会
報
１
１
５
号
を
発
行
に
つ
い
て

〔掲
載
内
容
〕
支
部
役
員
会
議
事
録

（石
井
）、

ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
活
動
報
告

盆
ム
沢
）、

Ｍ
ｙ
Ｓ
ｔ
ｙ
ｌ
ｅ
　
ｖ
ｏ
ｌ
．
１４

（進
藤
）

子
育
て
日
記
～
シ
ン
マ
イ
父
さ
ん
が
行
く
×
２

ｖ
ｏ
ｌ
．
３

（露
騰
じ

Ｇ
ｏ
Ｏ
ｕ
ｔ
ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
　
ｖ
ｏ
ｌ
．
３

（吉
茉
じ
、

第
２２
回
ぶ
ど
う
狩
り
＆
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
昼
食
全
警
一只
千

葉
）、
第
３
回
カ
ラ
オ
ケ
交
法火
至
型
口
（飯
岡
）、

支
部
忘
年
会
案
内

（石
井
）、

支
部
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
案
内

（石
井
）、

千
葉
リ
ハ
脊
損
講
習
会
案
内
他

原
稿
〆
切
１０
／
１５

編
集
終
了
１０
／
２０

初
校
１０

／
２４

納
品
１０

／
３‐

４
．
関
東
甲
信
ブ
ロ
ッ
ク
ピ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
現
任
研
修
会

に
つ
い
て

‐２
月
７
日
会
場

‥
ホ
テ
ル
ポ
ー
ト
プ
ラ
ザ
ち
ば

講
演

・士
一橋
民
穂
氏

（壬
栞
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
Ｉ
Ｋ
Ｗ
）

当
日
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
検
討
し
た
。
詳
細
は

「脊
損
ち

ば
１
１
５
号
」
に
掲
載
予
定

経
費
に
つ
い
て
　
昼
食
弁
当
・１
，
０
０
０
円
　
懇
親
会
‥

６
，
０
０
０
円
　
・宿
泊
費

‥
８
，
０
０
０
円
と
す
る
。

演
題
Ｎｏ．１
‥
担
当
の
吉
岡
氏
か
ら
原
稿
提
出
済
み

演
題
Ｎｏ．２
‥
担
当
の
若
林
氏
か
ら
原
稿
提
出
済
み
　
↓
演

題
に
つ
い
て
は
次
回
の
役
員
会
で
詳
細
を
検
討
す
る
。

５
．第
３７
回
関
東
甲
信
ブ
ロ
ツ
ク
△
至
職
群
馬
県
大
会
に
つ

い
て
１０

／
２５

（土
）
１３
時
～

　

会
場

‥
サ
ン
ピ
Ｚ
昌
崎

参
加
予
定
者
一　
飯
岡
、
露
崎
、
石
井

６
．
支
部
備
品
の
整
理
に
つ
い
て

９
／
２７
倉
庫
内
の
備
品
を
全
て
撤
収
し
清
掃
し
、
オ
ー
ナ

ー
の
周
郷
氏
に
鍵
を
返
納
し
た
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
用
品
は
△
苔
員
の
愛
好
家
に
士〓
魂

一
部
の
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
ど
は
予
備
品
と
し
て
事
務
局
に
て

保
管
す
る
。

７
．
そ
の
他

的
神
奈
川
塁
蚤
フ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

１０

／
１０

（金
）
南
足
柄
運
動
公
園

②
長
野
塁
蚤

グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

１０

／
１１

（土
）
～
１２

日

（日
）
佐
久
市
萬
里
の
里

③

千
葉
リ
ハ
第
１２

回
脊
髄
損
傷
者
リ
ハ
ビ
リ
講
習
会

‐１

／
‐５

（土
）
１４
時
～
　
自
動
車
開
発
に
関
わ
る
講
演

を
予
定

④
ダ
ス
キ
ン
「愛
の
節
基
金
糧
堡
暑
海
外
研
修
の
募
集

対
象
１８
～
３５
才
前
後
　
〆
切
　
＝
／
１５
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⑤

千
葉
リ
ハ
運
営
委
員
会
へ
の
要
望
事
項

ピ
ア
サ
ポ

ー
ト
の
あ
り
方
に
つ
い
て
要
望
す
る
。

⑥
栃
木
県
支
部
福
祉
運
動
会
　
　
１１
／
３

（月
）
栃
木

県
小
山
市
　
参
加
希
望
者
は
佐
々
木
支
部
長
へ
。

①
市
町
村
か
ら
無
料
で
オ
ム
ツ
支
給
が
で
き
る
よ
う
要

望
が
会
員
か
ら
あ
っ
た
の
で
、
要
望
書
を
作
成
し
提
出
先

な
ど
検
討
す
る
。

③

ｌＯ

／
２
日
本
大
学
か
ら
体
温
調
節
障
が
い
者
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
依
頼
が
あ
っ
た
の
で
協
力
し
て
い
く
こ
と
と

す
る
。

③
県
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

１０
／
２３

（木
）
市
原
市
文
化
の
森

申
込
み
‥
各
市
町

村
窓
口
へ
。

⑩
新
会
員
を
招
い
て
ザ
ッ
ク
バ
ラ
ン
な
お
話
会
を
開
催

し
て
は
ど
う
か
。
　

↓
今
後
実
施
す
る
方
向
で
検
討
し
て

い
く
。

以
上
　
文
責

‥
石
井

◎
次
回
省
員

平
成
２６
年
１１
月
２
日

（日
）

畑

１０
時
～
　
　
　
サ
ン
ハ
ー
ト
　
ーＦ
研
修
室

会
議
前
に
脊
損
ち
ば
１
１
５
号
の
発
送
準
備
を
行
う

の
Ｓ
ｏ
鰺
ｏ
％
の
“
ｏ
鵞
ｏ
』
の
“
ｏ
膊
ｏ
膊
ｏ
％

言

Ｉ

羹

墨

量

〓駿

）

平
成
２６
生
産
工
蕃
昼
島
即

ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
活
動
の
報
告

■
日
時
・・了
月
２４
日

■
テ
ー
マ
‥
外
出
に
つ
い
て

■
参
加
者
・・Ａ
様
、Ｂ
様
、Ｃ
様
、Ｄ
様
、Ｅ
様
、
Ｆ
様

■
連
（只
ムよ
り
。占
嗣
鷹
塗
石
軽
俵

■
ス
タ
ッ
フ
‥
出
崎
、会
澤
、上
野
、
〓
悪
瞑

Ｎ
ｒ
ｓ
実
習
生
１
名
、斯
波
、ハ聟
官

最
初
に
自
己
紹
介
を
し
た
あ
と
、
ス
タ
ッ
フ
出
崎
さ
ん

が
用
意
し
た
ス
ラ
イ
ド
を
み
て
外
出
の
際
の
ポ
イ
ン
ト

を
共
有
し
ま
し
た
。
連
含
会
の
方
か
ら
は
、実
際
の
日
常

場
面
で
の
工
夫
か
ら
気
持
ち
の
持
ち
方
ま
で
幅
広
＜
ア

ド
バ
イ
ス
を
頂
き
ま
し
た
。

ま
ず
は
、
入
院
中
の
方
が
知
り
た
い
と
お
っ
し
や
っ
た

「外
出
時
の
ト
イ
レ
」
に
つ
い
て
、話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

ト
イ
レ
の
問
題
が
ク
リ
ア
で
き
な
い
と
、ど
う
し
て
も
外

出
が
億
劫
に
な
っ
て
し
ま
う
の
が
現
実
と
の
こ
と
…
。
入

院
中
か
ら
で
き
る
準
備
と
、
退
院
後
、実
際
の
外
出
時
に

気
を
つ
け
る
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
入
院
中

に
は
、と
に
か
＜
自
分
の
排
泄
の
リ
ズ
ム
を
つ
か
む
こ
と

が
大
切
だ
そ
う
で
、時
間
の
間
隔
や
飲
み
物
の
種
類
、
気

温
な
ど
に
よ
っ
て
微
妙
に
変
化
す
る
自
分
の
体
を
よ
＜

知
っ
て
お
＜
必
要
が
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
ま
た
、
院

内
の
色
々
な
ト
イ
レ
に
座
っ
て
多
＜
の
パ
タ
ー
ン
を
経
験

し
て
お
＜
と
尚
よ
い
そ
う
で
す
。
退
院
後
の
外
出
で
は
、

ま
ず
①
車
椅
子
用
の
ト
イ
レ
が
あ
る
と
こ
ろ
に
行
く
（大

手
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
等
に
は
必
ず
あ
る
）、②
自
分

の
排
泄
リ
ズ
ム
に
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
行
＜
（移
動
時
間
中

に
は
ト
イ
レ
に
行
か
な
＜
て
よ
い
、
ま
た
は
リ
ズ
ム
に
含

わ
せ
て
休
憩
が
取
れ
る
）と
い
う
２
点
を
抑
え
て
お
＜
と

よ
い
そ
う
で
す
。
連
合
会
の
方
々
も
、ま
ず
は
近
場
の
大

き
め
の
施
設
に
足
を
運
ん
だ
と
の
こ
と
で
し
た
。
ま
た
、

車
で
行
か
れ
る
場
合
は
駐
車
場
の
チ
エ
ツ
ク
も
必
要
だ
が
、

大
き
い
シ
∃
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
に
は
大
抵
車
椅
子
用
の
ス

ベ
ー
ス
が
あ
る
の
で
、初
回
の
外
出
に
は
お
す
す
め
の
よ

う
で
す
。
ト
イ
レ
に
つ
い
て
は
失
敗
が
つ
き
も
の
な
の
で
、

着
言
え
を
も
っ
て
い
＜
と
安
心
、そ
し
て
“自
分
ひ
と
り
じ

ゃ
な
い
、
み
ん
な
悩
ん
で
乗
り
越
え
て
き
た
こ
と
な
ん

だ
”と
思
っ
て
外
出
を
怖
が
ら
な
い
こ
と
が
大
切
と
の
こ

と
で
し
た
。
（ち
な
み
に
、車
椅
子
用
の
ト
イ
レ
は
性
別
間

わ
ず
、介
助
者
も
ち
ろ
ん
入
れ
る
の
で
ご
安
心
を
―
）

続
い
て
、
「車
椅
子
で
外
出
す
る
た
め
の
注
意
点
」と
、
「公

共
交
通
機
関
」に
つ
い
て
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。注
意
点
と

し
て
は
、と
に
か
＜
車
椅
子
の
状
態
を
よ
＜
チ
エ
ツ
ク
し
て

お
＜
こ
と
（タ
イ
ヤ
の
空
気
圧
、キ
ャ
ス
タ
ー
が
割
れ
た
り

し
て
い
な
い
か
）、障
害
署
手
帳
や
着
替
え
、常
備
薬
、連
絡
の

と
れ
る
手
段
を
忘
れ
ず
携
帯
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
し

た
。
八全
全父
通
機
関
に
つ
い
て
は
、①
電
車
、②
モ
ノ
レ
ー
ル
、

③
飛
行
機
に
つ
い
て
経
験
談
を
一冬
え
て
お
話
い
た
だ
き
ま
し

た
。
帯電車
の
場
合
は
駅
員
に
行
き
先
を
告
げ
る
、
車
掌
室
の

近
く
に
乗
る
の
で
、何
か
あ
っ
て
予
定
し
て
い
た
下
車
駅
で

は
な
＜
途
中
で
降
り
た
＜
な
っ
た
場
合
は
声
を
か
け
る
、

ホ
ー
ム
か
ら
は
絶
対
に

一
人
で
乗
ら
な
い
な
ど
注
意
事
項

が
あ
り
ま
し
た
。
モ
ノ
レ
ー
ル
も
最
近
は
発
達
し
て
い
て
、

ス
ロ
ー
プ
が
自
動
で
出
て
き
た
り
、ボ
ラ
ン
ア
ィ
ア
が
常
時

待
機
し
て
い
る
な
ど
、安
心
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
き
て
い
る
そ
う
で
す
。飛
行
機
は
、搭
乗
の
際
は

一
番
最
初

に
乗
り
、降
り
る
と
き
は
最
後
に
な
る
こ
と
、
入
□
で
機
内

用
の
車
椅
子
に
乗
り
換
え
、
更
に
座
席
に
移
乗
す
る
必
要
が

あ
る
こ
と
、ト
ラ
ン
ス
等
の
手
伝
い
は
航
空
会
社
に
よ
っ
て

違
う
の
で
、搭
乗
前
に
カ
ウ
ン
タ
ー
で
自
身
の
状
態
を
具
体

的
に
伝
え
る
と
良
い
と
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、旅
行
し
た
い
時
は
、旅
行
会
社
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー

パ
ッ
ク
な
ど
が
用
上思
さ
れ
て
い
る
の
で
、
一
度
バ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
み
て
み
る
と
参
考
に
な
る
と
の
こ
と
で
し
た
。観
光
地
は
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結
構
整
備
さ
れ
て
い
る
、ス
タ
ッ
フ
が
慣
れ
て
い
る
等
、心
強

い
情
報
も
頂
き
ま
し
た
。

今
回
は
、
常
連
さ
ん
に
加
え
若
い
方
が
多
＜
参
加
さ
れ

た
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
み
な
さ
ん
積
極
的
に
質
問
な
さ
っ

て
い
ま
し
た
。
外
出
前
の
車
椅
子
チ
エ
ツ
ク
の
と
こ
ろ
で
連

含
会
の
ん
が
お
っ
し
や
っ
た
「車
椅
子
は
乗
り
物
じ
ゃ
な
い
。

自
分
の
体
の

一
部
だ
か
ら
、
興
味
を
持
っ
て
日
頃
か
ら
よ

＜
チ
エ
ツ
ク
を
し
て
。
」
と
い
う
言
葉
が
印
象
的
で
し
た
。

「み
ん
な

一
度
は
ぷ
ち
当
た
る
壁
、　
人
で
悩
み
す
ぎ
ず
、

工
夫
し
て
楽
し
い
外
出
を
し
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
雰
囲
気

が
伝
わ
っ
て
き
て
、
と
て
も
充
実
し
た
時
間
だ
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
¨
ｃ
参
加
頂
い
た
皆
様
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

千
葉
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
∃
ン
セ
ン
タ
ー
　
小
菅

■
目
蒔
ｆ
８
月
２８
日

■
テ
ー
マ
‥
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

■
参
加
者
‥
Ａ
様
、
Ｂ
様
、Ｃ
様
、Ｄ
様
、Ｅ
様
、Ｆ
様
、Ｇ
様

Ｈ
様

■
連
〈国会
・畠
用
Ш様
、一
黒
建
体、中
澤
様
、深
丼
様

■
ス
タ
ッ
フ
‥
大
塚
、会
澤
、上
野
、
〓
悪
根
出
崎
、

ＳＷ
実
習
生
「
各
、軒
鮒
袢
曇
官

最
初
に
自
己
紹
介
を
し
た
あ
と
、
ス
タ
ッ
フ
会
澤
さ
ん

か
ら
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
紹
介
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
連

合
会
の
方
か
ら
は
、実
際
の
ご
経
験
を
お
話
し
て
頂
き
ま

し
た
。
ま
ず
は
、福
祉
制
度
の
大
枠
に
つ
い
て
の
お
話
で
し
た
。

原
因
が
事
故
の
場
合
、①
通
勤
中
／
勤
務
中
に
つ
い
て
は

労
災
の
対
象
と
な
り
、（〕
父
通
事
故
の
場
合
は
損
害
補
償

③
そ
の
他
の
事
故
の
場
合
は
倉
護
保
険
や
障
害
福
祉
サ

ト
ビ
ス
の
対
象
と
な
る
そ
う
で
す
。
ま
た
原
因
が
¨
窪
狸
ス

の
場
合
は
、
年
齢
に
よ
っ
て
使
え
る
制
度
が
変
わ
っ
て
き

ま
す
。
６５
歳
以
上
は
倉
護
保
険
、
４０
～
６５
歳
ま
で
で
特

定
疾
患
の
場
合
は
弁
護
保
険
、特
定
疾
患
外
の
場
合
は
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
な
り
ま
す
。
４０
歳
以
下
は
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
適
用
に
な
る
と
の
こ
と
で
す
。

（福
祉

制
度
に
は
優
先
順
位
が
あ
り
、労
災
↓
介
護
↓
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
順
で
使
っ
て
い
＜
こ
と
に
な
る
そ
う
で
す
。
）

続
い
て
、
介
護
保
険
と
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
（障
害
手

帳
）そ
れ
ぞ
れ
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
紹
倉
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
ず
は
介
護
保
険
に
つ
い
て
で
す
。
サ
ー
ビ
ス
利
用

に
至
る
ま
で
に
は
、①
役
所
の
窓
□
で
申
請
②
要
介
護
認

定
（訪
買

主
治
医
の
意
見
書
）③
結
果
通
知
④
ケ
ア
マ
ネ

に
サ
ー
ビ
ス
計
画
書
作
成
を
依
頼
⑤
契
約
、サ
ー
ビ
ス
利

用
開
始
、と
い
う
流
れ
が
あ
り
、
倉
護
認
定
を
受
け
て
結

果
が
出
る
ま
で
に
３０
日
ほ
ど
か
か
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

具
体
的
な
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
は
、①
レ
ン
タ
ル
（車
椅
子
、

ベ
ッ
ド
、歩
行
器
な
ど
）、②
購
入
補
助
（水
回
り
の
も
の
、

「
割
負
担
で
上
限
１０
万
円
）、③
住
宅
改
修
助
成
（手
す
り
、

段
差
解
消
な
ど
「
割
負
担
で
上
限
２０
万
円
）、④
そ
の
他

の
サ
ー
ビ
ス
利
用
（ヘ
ル
バ
ー
、訪
間
看
圭
ヽ
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
）が
あ
る
よ
う
で
す
。
　
ち
な
み
に
、
リ
フ
タ
ー
な
ど

は
据
え
置
き
式
の
は
レ
ン
タ
ル
（吊
り
下
げ
ネ
ッ
ト
は
体

に
触
れ
る
の
で
購
入
）、作
り
付
け
の
場
合
は
住
宅
改
修
に

な
る
と
の
こ
と
で
す
。

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
（手
帳
）に
つ
い
て
は
、患
者
さ
ん

の
状
態
に
よ
っ
て
申
請
の
時
期
が
異
な
り
ま
す
。
不
全
麻

痺
の
方
は
一受
傷
／
発
症
か
ら
６
ヶ
月
経
過
し
た
あ
と
、［
九

全
麻
痺
の
方
は
、
６
ヶ
月
以
内
で
も
申
請
で
き
る
よ
う
で

す
。
た
だ
し
あ
＜
ま
で
原
則
で
あ
り
、個
人
差
が
あ
る
の

で
、そ
の
人
に
と
っ
て
良
い
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
者
え
る
の
が
重
要
と
の
こ
と
で
し
た
。

連
含
会
の
方
か
ら
は
、〈フ
ま
で
の
ご
経
験
を
踏
ま
え
た

現
実
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
り
ま
し
た
。
手
帳
の
サ
ー

ビ
ス
を
使
う
た
め
に
は
事
前
申
請
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、

許
可
が
お
り
る
ま
で
に
は
時
間
が
か
か
る
と
思

て
お
い

た
方
が
い
い
こ
と
（特
に
車
椅
子
は
時
間
が
か
か
る
そ
う

で
す
）、
医
療
書
一、
交
通
書
一、駐
車
場
代
な
ど
が
減
免
に
な

る
こ
と
な
ど
で
す
。
ま
た
、敬一員
示に
行
＜
と
駐
車
禁
止
の

除
外
票
が
も
ら
え
る
よ
う
で
す
が
、有
効
期
限
が
あ
り
、

切
れ
て
い
て
も
誰
も
教
え
て
＜
れ
な
い
そ
う
で
す
。
実
際
、

有
効
期
限
切
れ
で
切
符
を
切
ら
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う

苦
い
体
験
談
も
聞
か
れ
ま
し
た
。
サ
ー
ビ
ス
は
基
本
自
己

由〓
口、と
い
う
こ
と
を
し
っ
か
り
覚
え
て
お
＜
必
要
が
あ

り
そ
う
で
す
。

今
回
は
、福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
案
内
と
の
こ
と
で
、み
な

さ
ん
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
概
要
の
説
明

だ
っ
た
の
で
、実
際
に
ご
自
分
が
ど
の
よ
う
な
制
度
を
使

え
る
の
か
、何
を
ど
の
よ
う
に
組
み
合
わ
せ
て
使
っ
て
い

＜
の
か
は
個
別
に
相
談
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
連
合

会
の
方
々
が
ご
自
身
の
経
験
を
踏
ま
え
て
お
話
＜
だ
さ
っ

た
こ
と
で
、
退
院
後
の
イ
メ
ー
ジ
が
少
し
掴
め
た
の
で
は

な
い
で
し
よ
つ
か
？
色
々
な
サ
ー
ビ
ス
が
、充
実
し
た
生

活
の
た
め
の
お
手
伝
い
に
な
る
と
い
い
な
と
感
じ
ま
し

た
。
¨
」
参
加
頂
い
た
方
々
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。壬
基
塁
土
葉
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

地
域
連
携
部

相
談
室

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

会
沢
希
美
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■
日
時
・，９
月
２５
日

■
テ
ー
マ
‥
テ
ー
マ
‥
家
屋
改
修
に
つ
い
て

■
参
加
者
‥
Ａ
様
、
Ｂ
様
（奥
様
）、ｃ
様
、Ｄ
様
、
Ｅ
様

■
連
〈
国会
‥
進
藤
様
、〓
黒
盤
区

■
ス
タ
ッ
フ
‥
大
塚
、出
崎
、会
澤
、森
尺
上
野
、

ｏ
Ｔ
憧
膝
、世栖
波
、
，‐、坐
冨

最
初
に
自
己
紹
介
を
し
た
あ
と
、
ス
タ
ッ
フ
出
崎
さ
ん

が
ご
自
身
の
家
屋
改
修
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
（写
真

あ
り
）。
玄
関
、
ト
イ
レ
、浴
室
に
つ
い
て
、連
含
会
の
方
か

ら
改
修
の
際
に
気
を
つ
け
た
ほ
う
が
い
い
こ
と
な
ど
体

験
談
を
踏
ま
え
た
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後

は
Ｄ
Ｖ
Ｄ
（日
常
生
活
版
）を
観
な
が
ら
、登
場
す
る
家
屋

に
つ
い
て
説
明
を
聞
き
、適
宣
質
問
し
て
頂
き
ま
し
た
。

玄
関
に
つ
い
て
は
、
ス
ロ
ー
プ
の
角
度
は
今
の
自
分
で

楽
に
登
れ
る
角
度
に
し
て
も
ら
う
こ
と
（５
度
＜
ら
い
が

ベ
ス
ト
と
の
こ
と
）、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
滑
り
止
め
の
加
工

を
す
る
と
良
か
っ
た
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
車
庫
な
ど
か
ら
玄
関
ま
で
は
屋
根
が
あ
る
と
濡

れ
ず
に
入
れ
る
の
で
良
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。　
室
内

と
室
外
で
車
椅
子
を
ど
の
よ
う
に
使
い
分
け
る
か
と
い

う
話
題
に
も
な
り
、車
椅
子
を
複
数
所
有
し
て
使
い
分
け

て
い
る
人
や
、
タ
イ
ヤ
だ
け
交
換
し
て
い
る
人
な
ど
、皆

様
ご
自
分
に
あ
っ
た
や
り
か
た
を
さ
れ
て
い
る
よ
う
で

し
た
。
ト
イ
レ
は
、
入
院
中
に
使
い
な
れ
た
場
所
（○
階
の
こ

の
ト
イ
レ
）に
つ
い
て
、店理
座
の
高
さ
や
手
す
り
の
位
置
な

ど
を
チ
エ
ツ
ク
し
て
測
っ
て
お
き
、
業
者
さ
ん
に
伝
え
る

と
良
い
そ
う
で
す
。
自
宅
で
は
入
□
の
扉
を
と
る
（カ
ー

テ
ン
に
す
る
）、
移
乗
の
た
め
の
広
さ
を
十
分
確
保
で
き

る
よ
う
工
夫
す
る
（タ
ン
ク
レ
ス
ト
イ
レ
に
す
る
）な
ど

の
経
験
談
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

お
風
呂
は
段
差
が
大
き
い
こ
と
が
多
＜
、市
販
の
ス
ノ
コ

で
高
さ
を
替
え
る
等
工
夫
を
し
て
い
た
が
、掃
除
が
大
変
だ

っ
た
こ
と
、結
局
は
洗
い
場
／
脱
衣
所
／
浴
槽
間
の
段
差
を

出
来
る
だ
け
少
な
く
す
る
よ
う
考
え
て
改
修
し
た
こ
と
等

が
話
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
入
院
中
の
方
も
ご
自
宅
で
の
様

子
を
話
し
て
く
だ
さ
り
、
元
々
フ
ラ
ッ
ト
な
作
り
だ
っ
た
の

で
シ
ヤ
ワ
ー
チ
エ
ア
の
ま
ま
入
れ
て
い
る
と
い
う
情
報
も
頂

き
ま
し
た
。
加
え
て
、自
宅
以
外
で
の
入
浴
も
可
能
で
、週
に

３
回
程
度
の
入
浴
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
方
も
い
る
と

の
こ
と
で
し
た
。

Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
は
、
既
存
の
マ
ン
シ
∃
ン
を
ご
自
身
の
状
態
に

合
わ
せ
て
改
修
し
た
事
例
を
全
員
で
鑑
賞
し
ま
し
た
。
そ

の
中
で
ご
本
人
が
ご
自
分
の
体
を
熟
知
し
て
、
工
夫
し
て

生
活
し
て
い
ら
っ
し
や
い
ま
し
た
。
一
つ

一
つ
の
生
活
動

作
を
一上
寧
に
さ
れ
て
い
る
様
子
を
み
て
、
「頑
張
っ
て
る
な

ぁ
」と
涙
し
て
い
ら
っ
し
や
る
方
も
お
い
で
で
し
た
。

ご
参
加
頂
い
た
皆
様
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

壬
葉
県
壬
せ木リ
ハ
ビ
リ
テ
＝
シ
∃
ン
セ
ン
タ
ー

地
域
連
携
部

相
談
室

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

会
沢
希
美

国産車から外車無
f―lりにカー対応

本社
山武郡横芝光町長倉1308
TEL(0470)82‐ -2228
FAX(0470)82-8299

お気軽にご相談ください

く販 売 と修 理 〉

脚山石商会
T289-1512

山武市松尾町八日2399二 7
TEL(0479)82‐二2236
FAX(0479)●2-2246

鶉護用品全般0車Iいす》

‐
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左からボランティアの金谷さん、高松さん、秦さん

今
年
で
２２
回
目
と
な
る
支
部
恒
例
の
「ぶ
ど
う
狩

り
＆
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
昼
食
会
」が
９
月
７
日
（日
）、東
金

市
ぶ
ど
う
郷
に
あ
る
③
鈴
木
ぶ
ど
う
園
に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
朝
か
ら
あ
い
に
＜
の
天
候
で
し

た
が
、し
の
ぎ
易
い

一
日
で
（む
し
ろ
ち
ょ
っ
と
冥
か
っ

た
か
な
り
じ
絶
好
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
日
和
と
な
り
、
美

味
し
い
お
肉
や
野
菜
な
ど
に
舌
鼓
。

参
加
者
は
４０
名
。
ぅ
ち
長
野
県
、
東
京
都
、
神
奈
川

県
の
方
々
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
、交
流
の
場
と
し

て
も
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。来
年
度
も
開
催
予
定
で
す
の
で
、
〈フ年
参
加
で
き
な

か
っ
た
方
々
も
、
来
年
度
は
是
非
ご
参
加
＜
だ
さ
い

ね
。

1977年 12月 3日 第 3種郵便物認可  SSKP脊 損ニュース 脊損ちば 2014年 10月 24日発行 増刊通巻第 5851号
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赤城さん

一
・一一、　
一　
ヽ
各
一
一
機
ヽ
一

群
・．ｍ鮨
裏

美味しく焼けたよ～

左から飯岡さん、若林さん、富田さん、小嶋さん、深井さん

1趾 :∫は釉ll:

菫

千葉さん (右 )
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くるみちゃん

嗜 饒
蝙 磁畿 醸 麟鑢■7.熙 鋼 摯 麟 繭 m■ 痒懸 諫 鶴酸 雉 疇 驚.、 評量 響 ■1耀繭 鶴罐 .響 嗜 又 鶴酸 儡 賊 撃|,澪臨 線 ち隧 鰊 ご

鬱 顆
苺犠 儘 織鶴 ‐

|、亀 緩 ..響醸鰤難 鴨 ど

Ｉ
Ｐ
Ｓ
８
年
、実
用
に
道
・・童
繕
町
ノＬ
ダ
ー
、
出
中
教
授
と

連
携様

々
な
細
胞
に
変
化
で
き
る
Ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
（人
工
多
能

性
幹
細
胞
）が
マ
ウ
ス
で
作
製
さ
れ
て
か
ら
８
年
で
、
理
化

学
研
究
所
な
ど
の
グ
ル
ー
プ
が
世
界
で
初
め
て
・Ｉ
Ｐ
Ｓ
細

胞
を
人
間
の
治
療
に
応
用
し
た
。
理
研
の
高
橋
政
代
プ
ロ

ジ
エ
ク
ト
リ
ト
ダ
ー
と
・Ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
の
生
み
の
親
の
出
中

伸
弥
Ｔ京
都
大
教
授
が
緊
密
に
連
携
．
菫
肘
も
一圭
厚
い
支
援

で
、基
礎
研
究
の
迅
速
な
臨
床
応
用
を
後
押
し
し
た
。

理
研
、世
界
初
移
植
…
政
府
も
手
厚
い
支
援

「有
望
な
治
療
に
な
る
と
確
信
し
た
。
す
そ
野
を
長
い
時

間
の
ぼ
っ
て
き
た
が
、宮
田士
出
な
ら
ま
だ
２
含
目
、
３
含
目
。

本
当
の
治
療
に
す
る
に
は
、ま
だ
ま
だ
頑
張
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
。
η
日
、
神
戸
市
で
記
者
会
見
に
臨
ん
だ
高

橋
り
―
ダ
ー
は
、
‐
Ｐ
Ｓ
細
胞
を
使
っ
た
再
生
医
療
を
登

出
に
例
え
て
、こ
う
説
明
し
た
。

Ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
か
ら
作
っ
た
網
膜
の
細
胞
を
加
齢
蕃
斑
変

性
の
女
性
患
者
の
右
目
に
移
植
し
た
今
回
の
治
療
の
主
目

的
は
、安
全
性
の
確
認
だ
。
研
究
チ
ー
ム
は
「視
力
低
下
を

抑
え
る
か
、
わ
ず
か
な
改
善
だ
け
で
、劇
的
な
回
復
は
期

待
で
き
な
い
」
と
強
調
す
る
。

だ
が
、
国
際
的
な
注
目
を
集
め
、激
烈
な
競
争
が
繰
り

広
げ
ら
れ
る
Ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
の
分
野
で
、世
界
に
先
駆
け
て

治
療
を
行
っ
た
〓量
我
は
大
き
い
。

日
本
は
こ
れ
ま
で
、
基
礎
研
究
で
は
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ

ル
の
成
果
を
数
多
＜
上
げ
な
が
ら
、実
際
の
患
者
の
医
療

に
な
か
な
か
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ず
、基
礎
と
臨
床
の

間
に
「死
の
谷
」が
あ
る
と
批
判
が
あ
っ
た
。

海
外
で
は
４
年
前
か
ら
、複
数
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が

米
国
や
英
国
で
同
じ
万
能
細
胞
の
Ｅ
Ｓ
細
胞
（胚
性
幹
細

胞
）を
使
い
、脊
髄
損
傷
や
加
齢
黄
斑
変
性
を
治
す
臨
床

試
験
（治
験
）を
短

て
い
る
。

今
回
、・Ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
で
治
療
ま
で
迅
速
に
進
む
こ
と
が

で
き
た
の
は
、
眼
科
医
と
し
て
患
者
の
診
療
も
行
う
高
橋

り
―
ダ
ー
と
、生
み
の
親
と
し
て
誰
よ
り
も
Ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞

に
詳
し
い
出
中
教
授
の
最
強
の
コ
ン
ビ
が
あ
っ
た
か
ら

だ
。

■
薇
一
辟

植松ご夫妻

鯉研の鯉康研究を摩労書が

轟:P軸脚を遮各動を

轟:Fも種臨時警機中躍厨結

崇4ヽ■111電罐
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様
々
な
細
胞
に
変
化
す
る
だ
け
で
な
＜
、無
限
に
増
殖
で

き
る
Ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
は
、が
ん
細
胞
に
も
似
て
い
る
。
ム旭療
に

応
用
す
る
に
は
、が
ん
化
の
防
止
な
ど
安
全
性
の
確
保
が

最
大
の
課
題
だ
っ
た
。
出
中
教
授
は
、よ
り
安
全
な
細
胞
の

作
製
法
な
ど
を
次
々
に
開
発
、高
橋
り
―
ダ
ー
に
情
報
を

い
ち
早
＜
伝
え
た
。
〈フ
回
の
治
療
で
も
、細
胞
の
ゲ
ノ
ム

（全
遺
伝
情
報
）分
析
な
ど
、安
全
性
の
評
価
を
行
っ
た
。
出

中
教
授
は
１２
日
の
記
者
会
見
で
「今
ま
で
で

一
番
強
い
連

携
を
し
、
〈フ
日
の
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
話
し

た
。政
府
の
支
援
も
手
厚
か
っ
た
。
人
間
の
‐
Ｐ
Ｓ
細
胞
が
作

製
さ
れ
る
と
、
厚
生
労
働
省
は
、
１
年
余
の
議
論
で
Ｉ
Ｐ
Ｓ

細
胞
を
使
っ
た
臨
床
研
究
が
実
施
で
き
る
よ
う
に
指
針

を
改
定
。
文
部
科
学
省
は
・‐
Ｐ
Ｓ
細
胞
研
究
全
体
に
１０
年

間
で
計
１
１
０
０
億
円
の
支
援
を
約
束
し
た
。
政
府
に
は
、

日
本
発
の
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
に
集
中
し
て
、
国
際
競
争
に
打
ち

勝
つ
狙
い
が
あ
っ
た
。

高
橋
り
―
ダ
ー
は
３
年
前
に
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を
熟堅
ユ
。

今
回
の
治
療
方
法
が

一
般
医
療
と
し
て
４
年
後
に
承
認
さ

れ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
た
だ
今
回
、
患
者
１
人
に

か
か
る
治
療
薔
一は
数
十
万
円
か
ら
１
億
円
に
上
る
。
将
来

は
、・ｌ
Ｐ
Ｓ
細
胞
を
患
者
ご
と
に
作
ら
ず
、
あ
ら
か
じ
め

用
意
し
た
細
胞
を
使
う
こ
と
な
ど
で
、費
用
を

１０
分
の

１
以
下
に
抑
え
る
計
画
だ
が
、
口∽
質
の
そ
ろ
っ
た
細
胞
を

ど
う
大
量
Ｆ
培
養
す
る
か
な
ど
実
用
化
に
向
け
た
課
題

は
多
い
。

（２
０
４
４
年
９
月
１３
日

一藝
軍
詔
∪

楊 辣
晰 雉 薬 _鶴 匿椰 雉 蠅 t輌鬱綴綴 鰺

麟蟻 轟 .龍 蒻、F魃 軋 ‐彎 韓纏 嶋
警 鰺 醒

=.聰 響
.参な 資 ン

『

鸞 ‐雉 轟 _亀 議、螂 袂 鰺 ξ

第
二

湾
号

費

金
苛
奪
真
部
Ｊ

奎
ボ
鷲
袢
輻

き
川
工
利
殿

奔
え
―■第
）尺
里
握
萱
万
蟹
ろ

き
薫
撃
真
各
自
コヱ
更
ご
お
マ

頭
書
の墓
続
を
お
さ
め
ま
し
た

こ
こ
に
こ
れ
を
き
スし
ま
す

手
式
・Ｔ
二
年
十
一一■
カ
ロ

公
益
黙
闘
ム
え

一一一一一一一一一一一一一一一一一ＦＴヽ
ム．嘱」
正利字棄８

第28回 障害者によ裾 道 写真全国コンテスト 写 真 部 門
。フリー の 部

(公財)日本障害者リハビリテーション協会主催

第28回障害者による書道・写真
全国コンテストで古川氏が金賞を受賞 !

上記写真部門において、千葉県支部会員の古川正利 (56)さんが見事金賞を受賞されました。

古川さんは1979年に転落事故で脊髄を損傷し車いす生活となったが、その後独学で 1級建築士を
取得、九十九里町で言錦十事務所を開設してバリアフリー住宅など数多く手がけている。(/ANlll全国脊

髄損傷者連合会「TOMORROW」 (独立行政法人福祉医療機構助成事業)においても紹介されている。古川
さんは写真と吹き矢が趣味ということで、仕事のかたわら日常の風景や生き物をカメラに収め、コン

テストに応募しているそうで、今回は2度目の金賞受賞となつた。

今年は募集が終了したが、障害者なら誰でも参加できるので興味のある方は来年応募してみてくださ

いとのこと。
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そ
れ
ぞ
れ
の
視
点

点
字
プ
ロ
ッ
ク
は
誰
の
も
の
？

御
宿
町
　
滝
口
　
伸
秋

か
つ
て
、私
は
あ
る
集
会
で
次
の
よ
う
な
話
を
し
た
。

「私
は
車
い
す
の
身
で
す
。
点
宇
ブ
ロ
ッ
ク
は
外
敵
で
す
。

が
た
が
た
操
行
で
、
行
＜
手
を
妨
げ
ら
れ
て
し
ま
い
ま

す
…
」話
が
終
わ
っ
た
ら
、４
人
の
青
年
が
追
い
か
け
て
き

た
。
目
に
障
害
の
あ
る
人
た
ち
だ
っ
た
。

「点
字
ブ
ロ
ッ
ク
は
私
た
ち
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い

物
的
な
援
助
で
す
。
無
設
置
の
所
で
は
、
多
＜
の
視
覚
障

害
者
が
行
動
に
困
り
、事
故
を
起
こ
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

一
互
―
ス
な
ど
で
報
道
さ
れ
る
の
は
そ
の

一
部
に
過
ぎ
ま

せ
ん
」

辞
書
に
は
「占
笛
子
ブ
ロ
ッ
ク
は
歩
道
や
プ
ラ
ッ
ト

ホ
ー
ム
な
ど
で
、視
色
堕
著
者
用
に
埋
め
込
ん
だ
突
起
付

の
プ
ロ
ッ
ク
」と
書
か
れ
て
い
る
。

は
た
し
て
、
点
字
プ
ロ
ッ
ク
は
視
音
薩
」害
者
だ
け
の
も

の
だ
ろ
う
か
。　
先
日
、
千
葉
の
拙
宅
（御
宿
町
）か
ら
外

房
線
で
Ｊ
Ｒ
塞
罫
椰
へ
行
き
、出
手
線
に
乗
り
換
え
Ｊ
Ｒ
渋

谷
駅
。
ま
た
乗
り
換
え
て
東
急
田
園
都
市
線
で
三
軒
茶
屋

駅
と
、
一
人
で
電
車
の
旅
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
大
雪

の
電

た
翌
日
の
せ
い
か
、外
一属
線
は
の
ろ
の
ろ
運
転
で
、

目
的
の
場
所
（世
田
谷
ボ
ラ
ン
ア
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
）に
は
時

間
ど
お
り
到
着
で
き
な
い
よ
う
だ
っ
た
。
そ
こ
で
少
し
で

も
乗
り
換
え
時
間
を
短
縮
さ
せ
よ
う
と
、塞
示
駅
で
ホ
ー

ム
に
降
ろ
し
て
＜
だ
さ
っ
た
弁
護
の
駅
員
に
「
一
人
で
行

き
ま
す
よ
」
と
宣
言
し
て
車
い
す
を
こ
ぎ
だ
し
た
。

東
京
駅
の
フ
ロ
ア
は
、
田
舎
者
に
は
あ
ま
り
に
も
広
い

い
。
た
ち
ま
ち
迷
子
に
な
っ
て
、通
り
が
か
っ
た
駅
一員
に
出

手
線
ホ
ー
ム
ヘ
の
行
き
方
を
訪
ね
て
し
ま
っ
た
。
赤
い
帯

を
つ
け
た
そ
の
方
は
、助
役
さ
ん
だ
っ
た
。
彼
は
道
に
迷
っ

た
車
い
す
者
に
介
護
駅
員
を
付
け
よ
う
と
、イ
ン
フ
ォ
メ

ー
シ
∃
ン
窓
□
に
案
内
し
て
＜
れ
た
。
平
素
は
、乗
り
換
え

噴

駅
員
に
車
い
す
を
押
し
て
も
ら
う
の
が
常
だ
が
、
こ

れ
で
は
い
つ
に
な
っ
て
も

一
人
で
行
動
は
取
れ
な
い
。

「出
手
線
ホ
ー
ム
ま
で

一
人
で
行
き
た
い
の
で
、２
～
３
メ

ー
ト
ル
後
を
追
い
か
け
て
き
て
＜
だ
さ
い
」

そ
ん
な
お
願
い
を
し
て
、行
き
来
す
る
お
客
さ
ん
を

か
さ
分
け
前
進
し
た
。

し
か
し
、や
っ
ば
り
途
中
で
行
く
先
が
わ
か
ら
な
＜
な

っ
た
。
そ
の
時
「点
宇
ブ
ロ
ッ
ク
は
必
ず
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の

乗
り
□
に
案
内
し
ま
す
よ
〓
占
磐
す
ブ
ロ
ッ
ク
は
ス
ト
ッ
プ

の
含
図
で
す
よ
」
と
、後
方
か
ら
介
護
駅
員
の
指
示
が
聞

こ
え
た
。

そ
れ
か
ら
は
、点
字
ブ
ロ
ッ
ク
を
頼
り
に
Ｊ
Ｒ
塞
示
駅
、

渋
谷
駅

東
急
田
園
都
市
綿
工
ｘ
谷
駅
と
車
い
す
を
こ
い
だ
。

電
車
の
乗
り
降
り
は
、
行
＜
先
々
、
倉
護
駅
員
に
お
世
話

に
な
っ
た
。
業
務
に
あ
た
っ
て
＜
れ
た
駅
員
に
帽
子
を
取

っ
て
頭
を
下
げ
る
こ
と
を
忘
れ
な
か
っ
た
。

方
向
を
示
す
案
内
は
、
目
線
よ
り
上
の
表
示
板
だ
け
で

は
な
い
。
下
に
も
あ
っ
た
の
だ
。

今
回
、
一
人
で
東
京
駅
の
広
大
な
駅
を
こ
い
で
み
て
、

点
字
ブ
ロ
ッ
ク
は
車
い
す
者
に
と
っ
て
も
方
向
を
指
示
し

て
＜
れ
る
童
菫
な
設
備
だ
と
見
方
を
変
え
た
。
点
宇
ブ
ロ

ッ
ク
に
沿
っ
て
こ
げ
ば
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
乗
り
□
や
改
札

□
に
案
内
し
て
＜
れ
た
し
、プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
で
の
停
車

位
置
も
教
え
て
＜
れ
た
。
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
は
視
覚
障
害
者

用
だ
け
で
は
な
い
。
迷
え
る
す
べ
て
の
通
行
人
の
た
め
で

も
あ
っ
た
。

《
三
輪
書
店
発
行
》

医
学
雑
誌
（地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

∃
ン
　
８
月
∞３
よ
り

⑬ 鰺 〇 鰺 〇 鰺 〇 鰺 〇 鰺 支 部 か らの お 知 らせ の

“

鰺 鰺 〇 鰺 〇 膊 〇

◎新入会の紹介

会員No.289行木 進様(東金市)

◎10月エネオス価格(税込み)

ハイオク:1660円 /7κ  レギュラー:1550円 /7κ  軽油:1340円 /7κ

◎寄付をいただいた方

中店資子様 玉木一成様 中内貞夫様 飯岡秀之様 石井正彦様
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子
育
て
日
記
　
ｖ
ｏ
ｌ
．
Ｂ

シンマイ貧さんが行くｘＯ

華

霧

撃

皆
さ
ん
は
夏
も
終
わ
り
、来承
宋
累
云
υ
り
目
そ
ん
な
つ

日
こ
の
頃
、皆
さ
ん
い
か
が
お
過
ご
し
で
す
か
？

俺
は
最
近
は
仕
事
帰
り
が
遅
＜
帰
宅
が
深
夜
に
な
る
事

も
あ
る
の
で
す
。

そ
の
為
、
子
供
達
の
寝
顔
し
か
見
れ
な
い
の
で
と
て
も
寂

し
い
…

子
供
達
と
過
ご
す
時
間
が
最
近
と
て
も
少
な
い
の
で
体

み
の
日
は
家
族
で
過
ご
す
の
が
と
て
も
楽
し
＜
土自重
な

一西
ス
の
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ヒ11躙
変な顔の後ろにも・ ロロ・。

し
づ
＜
は
幼
稚
園
も
な
れ
て
毎
日
楽
し
そ
う
に
通
園
し

て
い
ま
す
。

自
宅
か
ら
幼
稚
園
ま
で
は
２

ロ
キ
弱
あ
る
の
で
す
が
バ
ス

で
通
っ
て
い
る
の
か
と
思
い
き
や
歩
い
て
行
＜
時
も
有
る

と
い
う
、
大
人
の
足
で
も

２０
分
ほ
ど
か
か
る
道
の
り
を

し
づ
＜
は
幼
稚
園
の
リ
ュ
ッ
ク
を
背
負
い
遊
び
な
が
ら
歩

い
て
行
＜
と
言
う
、ち
ょ
っ
と
ビ
ッ
ク
リ
ー

菫
（純
ち
ゃ
ん
に
そ
の
話
を
聞
い
た
時
に

「途
中
で
ぐ
ず
っ
て
だ
っ
た
と
か
言
わ
な
い
の
？
」

と
聞
＜
と

「抱
⊇
」
ど
こ
ろ
か
色
ん
な
物
に
興
味
ふ
身
で
着
い
て
い

＜
こ
っ
ち
が
大
変
、
お
か
げ
で
工
事
現
場
の
人
や
途
中
の

マ
ン
シ
ョ
ン
の
警
備
員
と
も
話
す
よ
う
に
な
っ
た
よ

（笑
と

そ
う
な
ん
だ
～

で
も
者
え
て
み
れ
ば
歩
い
て
通
う
し
づ
＜
も
凄
い
が
毎

日
＜
る
み
を
お
ん
ぷ
し
て
い
っ
た
り
来
た
り
し
て
い
る

重
（純
ち
ゃ
ん
は
も
っ
と
凄
い
。
頭
が
下
が
る
想
い
で
す
。

又

雉

ヽ

幼
稚
□
に
通
い
だ
す
と
良
い
も
悪
い
も
色
ん
な
事
を

覚
え
て
＜
る
。

そ
し
て
１
回
し
か
見
た
事
が
な
い
も
の
で
も
真
似
を
す

る
、
〈フ
日
も
買
い
物
に
行
っ
た
先
の
店
員
さ
ん
の
商
品
の

説
明
の
亘
鶴
いを
し
て
商
品
の
説
明
を
し
て
い
た
（林５

そ
の
説
明
を
聞
い
て
み
る
と
さ
っ
き
の
店
一自
ざ
ん
が
説
明

し
て
い
た
事
も
［護
〓に
再
現
し
て
い
る
他
、自
分
な
り
の

商
品
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
も
入
れ
な
か
な
か
面
白
い
感
じ

だ
が
間
違
っ
て
は
い
な
い
の
だ
。

子
供
の
吸
収
力
恐
る
べ
し
…

蛉ざ鱗

イートイン。

おね～ちゃん～。
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そ
し
て
先
日
初
め
て
し
づ
＜
と
２
人
だ
け
で
千
葉
そ
ご

う
に
自̈
い
物
に
行
っ
て
き
た
。

床
屋
さ
ん
に
行
き
、
そ
の
あ
と
千
葉
そ
ご
う
で
ＣＤ
が
買

い
た
＜
て
、
は
じ
め
は
自
分
「
人
で
行
こ
う
と
思
っ
た
の

で
す
が
し
づ
＜
も

一
緒
に
行
き
た
い
と
い
う
の
で
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
み
る
事
に
し
た
。

亘
純
ち
ゃ
ん
は
じ
づ
＜
に

「お
父
さ
ん
の
言
う
事
絶
対
に
聞
く
ん
だ
よ
、出
来
る
？
」

と
聞
＜
と
し
づ
＜
は

「出
来
る
っ
！
」

と
い
う
事
で
自
宅
を
ス
タ
ー
ト
、先
ず
は
床
屋
さ
ん
、飽

き
ち
ゃ
つ
か
な
と
思
い
き
や
こ
こ
で
徳

て
て
ね
と
言
う

と
そ
こ
に
座
り
俺
が
髪
を
カ
ッ
ト
さ
れ
て
い
る
の
を
重
割
”

に
見
て
い
た
、
店
員
さ
ん
が
気
を
効
か
せ
て
こ
っ
ち
に
来

る
？
と
聞
＜
と
こ
こ
に
居
る
か
ら
良
い
と
返
答
、店
［自
ざ

ん
こ
れ
に
は
ビ
ッ
ク
リ
ー

そ
の
あ
と
２
人
で
お
そ
ば
屋
さ
ん
で
お
そ
ば
を
食
べ
て

モ
ノ
レ
ー
ル
で
干
葉
駅
に
到
着
、無
事
に
目
的
の
物
を
買

い
、
し
づ
＜
は
前
か
ら
欲
し
が
っ
て
い
た
ア
リ
エ
ル
の
Ｄ

Ｖ
Ｄ
を
発
見
―
安
＜
な
っ
て
い
た
の
で
し
づ
＜
に
は
Ｄ
∨

Ｄ
を
買
っ
て
帰
り
も
モ
ノ
レ
ー
ル
に
乗
っ
て
自
宅
ま
で
無

事
に
帰
つ
て
き
ま
し
た
。

楽
し
か
っ
た
け
ど
ち
ょ
っ
と
緊
張
ね
、
た
ぷ
ん
こ
れ
は
じ

づ
＜
も
同
じ
だ
っ
た
と
思
う
、で
も
少
し
ず
つ
こ
ん
な
時

間
が
増
や
せ
た
ら
い
い
な
、な
ん
て
思
う
ね
。

＜
る
み
は
６
ヶ
月
に
入
り
離
乳
食
が
始
ま
り
食
べ
る
気

満
々
、皆
で
食
事
を
し
て
い
る
と
こ
っ
ち
を
見
て
何
か
良

い
な
が
ら
□
が
パ
ク
パ
ク
し
て
い
る
。

絶
斌
自
分
た
ち
ば
っ
か
り
食
べ
て
い
な
い
で
私
に
も
食

べ
さ
せ
て
よ
～
と
言
っ
て
い
る
に
違
い
な
い
、
そ
し
て
動

き
も
激
し
＜
な
っ
て
き
た
。

気
が
付
＜
と
ホ
フ
ク
前
進
で
部
屋
か
ら
脱
走
、お
っ
ぱ
い

飲
ん
で
い
る
時
に
し
づ
＜
に
邪
魔
さ
れ
る
と
し
づ
＜
の

髪
を
つ
か
み
反
撃
す
る
よ
う
に
な
っ
て
来
た
。

負
け
な
い
闘
争
心
―

だ
け
ど
寝
る
時
は
い
つ
も
＜
っ
つ
い
て
寝
て
い
る
、
と
て

も
微
笑
ま
し
＜
愛
お
し
い
、２
人
と
も
俺
は
可
愛
＜
て
仕

方
が
な
い
。

子
供
達
の
姿
や
子
供
と
接
し
て
い
る
真
純
ち
ゃ
ん
を

見
て
い
る
と
、仕
事
き
つ
＜
て
も
頑
張
っ
て
働
か
な
＜
ち

ゃ
い
け
な
い
。

家
族
の
為
に
も
自
分
の
為
に
も
全

し
た
れ
る
な
よ
耕

平
―
と
自
分
の
中
で
そ
ん
な
気
持
ち
が
湧
い
て
＜
る
。

今
ま
で
そ
ん
な
気
持
ち
は
有
っ
た
が
最
近
更
に
大
き
＜

な
り
、愛
お
し
い
気
持
ち
、守
り
た
い
気
持
ち
、家
族
で

一
緒
に
居
た
い
と
言
う
気
持
ち
が
と
て
も
大
き
＜
変
化

し
て
き
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。

き
っ
と
自
分
の
父
親
も
こ
ん
な
気
持
ち
で
頑
張
っ
て
き
て

＜
れ
て
い
た
ん
だ
な
と
、大
変
だ
っ
た
だ
ろ
う
な
っ
て
痛

感
す
る
。

も
う
す
ぐ
し
づ
＜
の
七
五
三
…
こ
れ
も
ま
た
初
体
験

（笑
）

つ
づ
＜
…

ちょつと休憩。

:II111= | ■■

灘絣 驚

二人でZzzzzzzロ ロロロ。
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『 My Style 』  v。 1。 14

皆さま、こんにち1乱 すつかり秋です祇  芸術の秋 言薙蒙羽夫 食欲の秋・・
皆さまはどんな楽しみ方をされたいですか? わたりま先日久し3ヾりに、」AZZライヴに行きました♪
銀座の地下にあるような老舗のライヴハウスにはさすがに行くこと出来ずにしいですが、

最近はライヴレストランと呼ばれるオシャレな空間もありますじね(~l

ライヴハウスやコンサートホープ吹 お芝居を観るための劇場など、わたしにとって1謝リ ースポット

です☆

今年はちょつと勁屋していてあまり行けていません力ヽ

やつばり行けば生の音、生の声に胸が高まり熱<なり、テンションあがります !元気出ます !

音楽やミュージカルなどお好きな方|よ 是非是非もっとお出かけになってみてはいかがでしょうか。

車いすでも安bして行ける場所はたくさんありますからね♪

帝国濠暢 日生濠1尿 剌 裂謝象 四季劇場 。・・

東京国際フォーラム、渋谷公会堂、サントリーホープk東京オペラシティ。・・ !

千葉つていい場所ですよオa車でちょつと走れば何でもある東京に行けちゃうのですから。
地方の方長に比べれば本当に恵まれているなぁ～と感じます。だからもっと使って愉しまないとはΥ→

音楽の秋♪♪ いかがですか?
知らないアーティストでも近場のホープリこふらっと聴きにいってみるのもアリですな

千葉にもいろいろホーノИまあります。

もう随分と古いので思い切つて建て替えして<れないかしらと思っている「千葉文倒 臼 とか。笑

千葉駅前の「京葉銀行文化プラザ肉ホーノ囲、「
二降計匪彰類曲、

そして最近なかなかいいアーティストを呼んでいるなと感じるのが「青葉の森芸術文イじホーノ囲。

青葉の森ホールでは落語まで聴きにいきました ! 紫の円楽さんと黄色の木久扇さん !笑
生落語国可度か。・・♪ かなり面白いです。笑うってホント身体にすっご<いいですド▽〕
身体が喜んでいるのがわかります。 あそこで「笑点」収録やるなら行きたいわ、尊 Jこ☆笑

そして先日初めて行きましたのが「松戸・森のホール21」。

こちらは地下駐車場があり施設も綺麗で、とてtl決適でした&
ただt最猾 則こエレベーターがないらしいです。
わたりまもちろん車ですから良かつたのですが、車いすスペースにもう一人いらっしゃるご予定の方が

馬則こエレベーターがな<て立ち往生しているらしいと。・・係の方がおつしゃっていました。
そして結局その方が来ることな<終わりました。 悲しかつたでしょうね 。・・
ご自分の移動ルートを確認しておかなかったことが日やまれます。

どこへ行<にもルート確認しないと糸骸Jこ不安なわたしにはあり得ない失敗ですけどねに

今は10月で動 ヽ年末に向けてクリスマスコンサート、ゴスペルコンサート、
新春なんちゃらコンサートなどなど結構いろんなジャン)があるはずです。
ホールごとのサイトを見たり役所などの案内見たりで情報を得て冦 民 音楽の秋を♪♪

肌寒くもなつてきました。季節の変わり目は体調崩さないよう無理なさらないで<ださしれ
ではまた←̂→

ブログ∪RL httσ〃額∝blojp/srKЮh concbrge/ スムースコンシェルジュ進藤加代
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～

北
海
道
は
デ
ッ
カ
イ
ド
ウ

～

車
イ
ス
の
旅
人

６
月
末
、　
マ
イ
カ
ー
で
妻
と
北
海
道
に
行
っ
て
み
た
。

き
っ
か
け
は
数
年
前
、
青
森
県
の
道
の
駅
で
知
り
合
っ
た

旅
友
か
ら
、
旅
先
で
撮
影
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
送
っ
て
い
た
だ

き
、
私
の
知
ら
な
い
魅
力
的
な
全
国
の
名
勝
を
紹
介
し
て

い
た
の
で
、
こ
の
夏
は
北
海
道
に
の
ん
び
り
と
行
っ
て
み

た
い
と
思
つ
た
。

就
航
し
た
ば
か
り
の
フ
ェ
リ
ー
に
乗
っ
て

青
春
港
か
ら
函
館
港
ま
で
津
軽
海
峡
フ
エ
リ
ー
に
乗
船

し
た
が
、
４
月
に
就
航
し
た
ば
か
り
の
「
マ
ー
メ
イ
ド
号
」

は
快
適
で
あ
っ
た
。
駐
車
フ
ロ
ア
か
ら
４
階
の
客
室
フ
ロ

ア
ま
で
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
案
内
し
て
も
ら
つ
た
。
客
室
入

り
回
は
ス
ロ
ー
プ
も
あ
り
、
床
は
カ
ー
ペ
ッ
ト
な
の
で
寝

転
ぶ
こ
と
も
で
き
る
。
身
障
者
ト
イ
レ
は
ス
ペ
ー
ス
が
広

く
、
デ
ザ
イ
ン
も
斬
新
で
何
よ
り
も
清
潔
感
が
あ
っ
た
。

デ
ッ
キ
は
車
い
す
で
も
１
周
で
き
る
。海
風
が
心
地
よ
い
。

右
舷
か
ら
は
下
北
半
島
の
山
並
み
が
細
長
く
見
え
る
。
ま

さ
か
り
の
刃
に
あ
た
る
と
こ
ろ
は
切
り
立
つ
た
赤
茶
色
の

断
崖
が
近
く
見
え
る
。
４
時
間
の
未
船
は
飽
き
る
こ
と
な

く
過
ぎ
て
い
っ
た
。

道
央
自
動
車
道
で
パ
ト
カ
ー
に
止
め
ら
れ
た

函
館
と
い
え
ば
、
函
館
山
か
ら
の
夜
景
と
、
五
稜
郭
な

ど
が
有
名
だ
が
、
前
々
回
に
観
て
い
る
の
で
今
回
は
城
岱

（シ
ロ
タ
イ
）
牧
場
に
車
を
走
ら
せ
た
。
３０
分
も
走
る
と

見
晴
ら
し
の
良
い
売
店
に
到
着
”
函
館
の
街
並
み
を
眼
下

に
眺
め
な
が
ら
、
牧
場
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
冷
た
い
ヨ
ー
グ
ル

ト
は
最
高
に
美
味
し
か
っ
た
。

そ
の
後
大
沼
公
園
で
の
散
策
と
、
少
し
遅
い
昼
食
を
摂

り
、
道
央
自
動
車
道
を
北
上
し
た
が
、
室
蘭
ま
で
は
片
道

一
車
線
で
起
伏
が
多
く
、
量
両
速
度
も
７０

キロ
／
ｈ
に
制

限
さ
れ
て
い
る
。
帰
り
道
の
こ
と
だ
が
、
８０
♯
一／
ｈ
で
走

つ
て
い
た
ら
パ
ト
カ
ー
に
止
め
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
幸
い

反
則
切
符
は
切
ら
れ
な
か
っ
た
が
「
７０
で
走
つ
て
く
だ
さ

い
」と
注
意
を
受
け
た
の
で
そ
の
よ
う
に
走
っ
て
い
る
と
、

私
を
先
頭
に
長
い
車
の
列
が
で
き
て
し
ま
つ
た
。
二
車
線

区
間
に
入
る
と
、
す
ご
い
ス
ピ
ー
ド
で
私
の
車
を
次
々
と

追
い
越
し
て
い
っ
た
。

」堂
副
ＳＡ
で
は
、
北
キ
ツ
ネ
が
う
ろ
つ
い
て
い
た
。
珍
し

い
の
で
近
づ
く
と
、
キ
ツ
ネ
も
車
い
す
の
私
が
珍
し
い
の

か
、
怖
が
る
風
も
な
く
じ
つ
と
私
を
見
つ
め
て
い
た
。

枝
幸
か
に
ま
つ
り
と
海
鮮
丼

枝
幸

（
エ
サ
シ
）
町
の
か
に
ま
つ
り
が
７
月
５
～
６
日

な
の
で
、
そ
れ
に
合
わ
せ
る
よ
う
に
車
を
走
ら
せ
た
。
枝

幸
町
は
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
に
面
し
た
人
ロ
ー
万
人
に
満
た
な

い
小
さ
な
町
だ
が
、
年
に

一
度
の
カ
ニ
祭
り
に
は
キ
ヤ
ン

ピ
ン
グ
カ
ー
や
観
光
客
で
２
日
間
だ
け
は
人
口
が
２
倍

に
な
る
と
い
スヽ

私
も
実
は
カ
ニ
ロ
当
て
に
行
っ
た
の
だ
が
、〈
本場
で
は
身

が
た
っ
ぷ
り
入
っ
た
カ
ニ
汁
が
５
０
０
円
で
飲
め
た
。
毛

ガ
ニ
や
海
産
物
も
安
か
っ
た
の
で
息
子
家
族
に
送
つ
た
。

夜
の
シ
ョ
ー
は
札
幌
で
活
動
し
て
い
る
と
い
う
女
性
シ
ン

ガ
ー
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
聴
い
た
が
、
気
温
は
１０
℃
以
下
で

風
も
あ
り
、
ダ
ウ
ン
を
着
て
も
ま
だ
寒
い
。
歌
手
の
浅
井

未
歩
さ
ん
は
半
袖
で
唄
い
と
お
し
た
が
、
本
音
が
ポ
ロ
リ

「冬
よ
り
寒
い
で
す
」。

翌
日
の
お
昼
に
食
べ
た
役
場
近
く
の
「福
泉
」
と
い
う
寿

司
屋
さ
ん
で
食
べ
た
海
鮮
丼
は
、
今
ま
で
ど
の
店
で
食
し

た
物
よ
り
）美
味
し
く
忘
れ
ら
れ
な
い
。
ま
た
行
っ
た
ら
絶

対
に
食
べ
た
い
と
今
で
も
思
，２

ト
ロ
ッ
コ
王
国
で
は
機
関
士
に
な
っ
た
気
分

海
岸
沿
い
を
ド
ラ
イ
ブ
し
て
い
る
と
き
は
毎
日
曇
天
で
、

７
月
と
い
ぅ
の
に
肌
寒
い
日
が
続
い
た
。
旅
で
出
会
っ
た

北
海
道
の
方
か
ら
、
内
陸
に
入
る
ほ
ど
晴
天
と
の
こ
と
。

美
深

（ビ
ブ
カ
）
町
の
ト
ロ
ッ
コ
王
国
と
い
う
場
所
を
教

え
て
い
た
だ
い
た
の
で
、
早
速
行
っ
て
み
る
こ
と
に
し
た
。

廃
線
に
な
つ
た
線
路
を
利
用
し
、
往
復
１０

ｂ
を
２
人
乗

り
の
エ
ン
ジ
ン
付
ト
ロ
ッ
コ
で
走
る
ア
ク
セ
ル
・
ブ
レ
ー

キ
は
妻
に
頼
ん
だ
が
、
結
構
ス
ピ
ー
ド
感
が
あ
り
出
だ
し

は
少
し
怖
か
っ
た
。
橋
あ
り
、
踏
み
切
り
あ
り
で
自
樺
林

を
く
ぐ
り
抜
け
て
い
く
。
終
点
ま
で
行
く
と
、
ス
タ
ッ
フ

が
先
回
り
し
て
ポ
イ
ン
ト
を
切
り
替
え
て
く
れ
た
。
カ
メ

ラ
を
渡
し
シ
ヤ
ツ
タ
ー
を
押
し
て
い
た
だ
い
た
。
復
路
は

余
裕
で
、
妻
に
も
つ
と
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
て
と
ね
だ
る
始

末
。
往
復
１０

ｋｍ
は
あ
つ
と
い
う
間
だ
っ
た
。

予
約
し
て
お
く
と
手
動
の
ア
ク
セ
ル
・ブ
レ
ー
キ
装
置
を

取
り
付
け
ら
れ
る
そ
う
で
次
回
は
是
非
自
分
で
運
転
し
た

い
と
思
つ
た
。

枝幸町の力ヽ こまつり (7月 第一土・日)
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遊
覧
船
で
の
知
床
半
島
巡
り
と

一
湖

女
満
別

（メ
マ
ン
ベ
ツ
）
の
シ
マ
リ
ス
公
園
で
は
、
放

し
飼
い
の
リ
ス
が
餌
を
手
の
ひ
ら
に
置
く
と
ち
ょ
こ
ん
と

乗
っ
て
頬
を
膨
ら
ま
せ
な
が
ら
モ
グ
モ
グ
食
べ
る
姿
は
い

じ
ら
し
い
。

網
走
を
過
ぎ
た
あ
た
り
か
ら
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
に
青
空
が

戻
っ
て
き
た
。
小
清
水
原
生
花
園
で
は
、
エ
ゾ
カ
ン
ゾ
ウ

の
群
生
が
見
事
で
あ
つ
た
。斜
里
町
の
み
ど
り
工
房
で
は
、

道
の
駅
で
買
っ
た
タ
ラ
バ
ガ
ニ
を
ビ
ー
ル
の
つ
ま
み
に
し

た
が
二
人
で
食
べ
き
れ
な
い
ほ
ど
あ
っ
た
。

翌
日
、　
〓
番
楽
し
み
に
し
て
い
た
知
床
半
島

へ
と
マ
イ

カ
ー
を
進
め
て
い
つ
た
。
朝
か
ら
快
晴
で
、
ウ
ト
ロ
で
乗

っ
た
観
光
船
か
ら
見
た
知
床
の
山
並
み
は
ま
る
で
絵
ハ
ガ

キ
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
携
帯
双
眼
鏡
か
ら
ヒ
グ
マ
を
探
し

た
が
、
残
念
な
が
ら
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

知
床
五
湖
の
中
の
一
湖
は
５
０
０
ｍ
ほ
ど
の
木
道
が
あ

り
、
少
々
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
は
あ
る
が

一
人
で
車
い
す
を
漕

い
で
行
け
た
。
標
局
１
，
６
６
０
ｍ
の
羅
臼
岳
が
日
の
前

に
そ
び
え
た
ち
、
絵
画
の
甲
斐
性
が
な
い
私
で
も
つ
い
筆

を
執
り
た
く
な
つ
た
。

知
床
横
断
道
路
を
羅
臼
方
面
に
マ
イ
カ
ー
を
進
め
て
い

く
と
知
床
峠
に
さ
し
か
か
つ
た
。
展
望
台
か
ら
は
大
平
洋

が

一
望
で
き
、
看
板
に
よ
れ
ば
目
の
前
の
島
が
北
方
４
島

の
一
つ
、
国
後

（ク
ナ
シ
リ
）
島
だ
と
い
ン２

本
当
に
す

ぐ
そ
ば
に
あ
り
、
そ
こ
が
ロ
シ
ア
の
国
と
は
信
じ
ら
れ
な

い
ほ
ど
の
近
さ
を
感
じ
た
。

夏
で
も
釧
路
湿
原
に
タ
ン
チ
ョ
ウ
が

，
ロ
ロ

知
床
の
次
に
行
っ
て
み
た
い
場
所
は
釧
路
湿
原
な
の
で

外
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
昨
日
は
厚
岸
で
台
風
崩
れ
の

大
雨
の
中
、
ポ
ン
チ
ヨ
を
か
ぶ
つ
て
歩
い
た
が
景
色
を
見

る
ど
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
。
釧
路
の
街
で
は
、
四
季
の
ア

―
卜
像
な
ど
で
有
名
な
幣
舞

（ヌ
サ
マ
イ
）
橋
を
散
策
し

た
後
、
国
道
３
９
１
号
線
を
北
上
し
て
い
っ
た
。

塘
路
湖
近
く
の
展
望
台
か
ら
釧
路
湿
原
を
望
む
も
、霧
雨

の
た
め
視
界
が
悪
く
ち
ょ
っ
と
が
っ
か
り
。
細
岡
ビ
ジ
タ

ー
ズ
ラ
ウ
ン
ジ
に
寄
り
、
写
真
で
釧
路
湿
原
の
四
季
を
見

る
に
と
ど
ま
っ
た
。
昼
過
ぎ
、
鶴
居
村
に
向
か
っ
て
走
つ

て
い
る
と
雲
が
と
れ
て
き
て
原
野
が
遠
く
ま
で
見
え
て
き

た
。
刈
り
取
っ
た
牧
草
地
に
白
い
も
の
が
見
え
た
の
で
車

を
側
道
に
止
め
、
よ
く
見
る
と
タ
ン
チ
ヨ
ウ
の
つ
が
い
が

餌
を
つ
い
ば
ん
で
い
た
。
妻
は
早
速
タ
ン
チ
ヨ
ウ
に
近
づ

き
カ
メ
ラ
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押
し
ま
く
っ
て
い
た
。
後
で

ホ
テ
ル
ス
タ
ッ
フ
に
鶴
を
見
た
こ
と
を
話
す
Ｌ
、
夏
は
シ

ベ
リ
ア
に
渡
っ
て
し
ま
い
地
元
の
人
さ
え
見
る
の
は
ま
れ

だ
と
い
う
の
で
ラ
ッ
キ
ー
だ
っ
た
。

北
海
道
は
さ
す
が
に
デ
ツ
カ
イ
ド
ウ
だ
。
２
週
間
か
け

て
道
北
か
ら
道
東
を
巡
っ
た
が
、
計
画
ど
お
り
に
は
い
か

な
か
つ
た
。
次
回
の
楽
し
み
に
し
て
家
路
に
着
い
た
が
、

走
行
距
離
は
４
，
２
０
０
ｋ
ｍ
を
超
え
て
い
た
「

ウトロでオー回ラ号に乗船する筆者知床五湖のなかの一湖の木道と、知床連峰
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Ｇ
◎

貧
轍
亀
轡
露
瑕
◎

ｖ
ｏ
ｌ
．
３

荒
木

太
郎

こ
ん
に
ち
は
。

な
ん
で
サ
ー
フ
ィ
ン
し
よ
う
と
思
っ
た
の
？
と
よ
＜
間

か
れ
ま
す
。

答
え
は
「出
来
る
か
試
し
た
か
っ
た
。
」

た
だ
そ
れ
だ
け
な
の
で
す
が
、そ
れ
だ
け
で
は
終
わ
れ
な

＜
な
っ
て
し
ま
っ
た
サ
ー
フ
ィ
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
話
を
少

し
ず
つ
書
い
て
み
ま
す
。

入
院
中
は
海
の
こ
と
ば
か
り
者
え
て
い
ま
し
た
。
面
会

に
来
る
友
人
も
サ
ー
フ
ィ
ン
後
に
病
院
に
寄
っ
て
＜
れ
て

い
た
の
で
海
の
話
ば
か
り
し
て
い
ま
し
た
。
正
直
も
う
サ

ー
フ
ィ
ン
は
出
来
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
し
、

あ
れ
も
駄
目
こ
れ
も
駄
目
も
う
出
来
な
い
の
だ
と
考
え

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

あ
る
日
、怪
我
を
す
る
前
に
よ
＜
聞
い
て
い
た
サ
ー
フ

ィ
ン
映
画
の
サ
ウ
ン
ド
ト
ラ
ッ
ク
の
Ｄ
∨
Ｄ
を
友
人
が
差

し
入
れ
で
持
っ
て
き
て
＜
れ
ま
し
た
。
懐
か
し
い
な
あ
ぐ

ら
い
に
聞
い
て
い
た
の
で
す
が
、よ
＜
よ
＜
見
て
み
る
と

車
い
す
の
人
が
サ
ー
フ
ィ
ン
し
て
い
た
ん
で
す
よ
ね
。

そ
こ
か
ら
者
え
方
が
変
わ
り
、
ど
う
や
っ
た
ら
出
来
る
の

だ
ろ
う
？
頭
の
中
は
そ
れ
ば
か
り
者
え
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
伊
東
重
度
障
害
者
セ
ン
タ
ー
ヘ
リ
ハ
ビ
リ
の

為
に
入
所
す
る
の
で
す
が
、
こ
こ
で
同
じ
こ
と
を
考
え
て

い
る
変
わ
り
者
２
名
と
出
会
い
ま
し
た
。

後
々
、
一
緒
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｂ
Ｒ
Ｅ
Ｔ
Ｈ
Ｒ
Ｅ
Ｎ
ブ
レ
ス

レ
ン
を
立
ち
上
げ
た
理
事
の
Ｋ
＜
ん

現
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｆ
ｕ
ｌ
ｌ
　
Ｃ
・ｌ
ｒ
ｃ
ｌ
ｅ
　
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
理
事

の
Ｎ
＜
ん
で
す
。

２
人
と
も
サ
ー
フ
ァ
ー
で
先
程
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見
て
は
、

ど
う
や
っ
た
ら
出
来
る
か
？
ば
か
り
話
を
し
て
い
ま
し

た
。
リ
ハ
ビ
リ
の
空
い
た
時
間
に
肘
付
き
う
つ
伏
せ
の
ポ

ジ
シ
ョ
ン
の
ス
ト
レ
ッ
チ
を
お
願
い
し
た
り
、体
重
移
動

の
練
習
を
し
た
り
、
サ
ー
フ
ァ
ー
の
ＰＴ
の
先
生
も
い
た
の

で
巻
き
込
ん
で
イ
メ
ト
ジ
ト
レ
ー
一
フ
グ
か
ら
具
体
的
な

方
法
を
考
え
出
し
て
い
ま
し
た
。

３
人
が
揃
っ
て
伊
東
重
度
瞳
害
者
セ
ン
タ
ー
に
い
た
の

は
、
４
ヶ
月
程
で
し
た
が
、
「社
会
復
帰
後
絶
対
に
サ
ー
フ

ィ
ン
を
し
よ
う
！
」
と
約
束
し
た
の
を
つ
で
も
は
っ
き
り

覚
え
て
い
ま
す
。

つ
づ
＜
。

Ｎ

Ｐ

Ｏ

法

人

Ｂ

Ｒ

Ｅ

Ｔ

Ｈ

Ｒ

Ｅ

Ｎ

Ｂ

ブ

レ

ス

レ

ン

〒
２
９
２
１０
０
４
３

工基
置
尖
ま
湮
市
東
太
田
４
丁
目
１７
番
２‐
号

代
表
理
事
　
荒
本
太
郎

こ
の
法
人
は
、車
イ
ス
ユ
ー
ザ
ー
及
び
そ
の
他
の
障

害
者
や
高
齢
者
や
そ
の
家
族
、友
人
等
に
対
し
て
、ア

ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
環
境
、住
環
境
、
日
常
生
活
環
境

改
善
に
関
す
る
事
業
を
行
い
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の

充
実
を
図
り
、さ
ら
な
る
自
立
、社
会
参
加
す
る
こ
と

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

2006年 伊東重度障害者センター体育祭にて

約束を交わした3人 Kく ん、Nく ん、荒木
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関東甲信ブロック会主催
成26

今年度はピフマネジャー現イ罰刑1多会を千葉県支部主管にて開催します。年末のおにしいE寺期で

はありますが、奮つてご参加くださいますよう主催者一同、心よりお待ちしております。講演だ

けの参加も可能です。なお、懇親会は支部忘年会と併せて開催いたt/1す。

■開 催

■会

■講   演

■参 力□ 費

日

　

場

言己

平成26年 12月 7日 (日)午後 1時～午後4時 30分

ホテルポートプラザちば

櫛 中虹 硝 巷8-5 TEL043-247-7211

「海外のピアサポート」 講師 三橋民穂氏

酬 1多会 無料  懇親会6,OOO円

■申し込み 。お問い合わせ

飯岡副支部長  TEL 050-3634-7257
Emal dichiba.hide.lioに@gmal.∞m

リキュラ

11:45      参加者受付開始 2Fパール

13:00～13:05 開催支部 支部長挨拶

13:05～13:10 関東甲信ブロック会長挨拶

13:10～14:10 言む寅 :聡鬱 卜のビアサポート」

講翻卜三橋 E嚇恵氏 (千葉リハビリテーシヨンセンター理学療法士)

14:10～14:ZЮ 朦

14:40～16:20 演題による演習及び発表

16:20～16:30 理事長講評

18:00～20:OO 懇親会 2Fルビー
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l tt

,「

今年度の支部忘年会は、ピアマネジャー現イ罰刑1毅の懇親会と併せて行います。

関東甲信ブロック内の支部の皆様も勧 0されますので、今まで忘年会に興味がなかつた方も是非ご参加いただい

て交流を図っていただきた<思います。

平成 26年度千葉県支部忘年会のご案内
【日  8罰  12月 7日 (日)受 付 17時∞ 炒
【宴  劉  180寺 00分～20時 00分
に 次 劉  20B寺 30タト 22時 30分

【会  場】 ホテルポートプラザちば
【開催場所】 千葉市中央区千葉港8-5■Ю《}247-7211

【会  費】 ○宴会のみ :6鰤 円
〇宴会罐甕■ 14000円
〇二次会  :2鰤 円

【催  L/1 ビンゴゲーム大会・カラオケ
朧  言錮 身障トイレlF・ 2F・ 4F/駐車場

周辺には美術館・博物館◆千葉ポートタワーなど

【申し込み・お問い合わ」

a鄭ョ冨」5芝音麗更 TEL 050-3634-7257
Eman siichi匡 hidejioL(睦訂lal.∞m

肺め切り】 平成26年 11月 25日

驚一

:

」R京葉線・千葉都市モノレール

千葉みなと駅下車 徒歩 1分
○車の場合

京葉道路 8幕張 IC下車または湾岸道路・

習志野 ICから国道 14号線を約 10km
:

― ― :
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第

１２
回

Ｈ

一日

△
菖
　
， 聰

羽
自

　

ε
失
一

１一一
一
ｏ

ｎ
Ｈ
＝
ｕ

「
ノ
ヨシ

一

】声
一

，

，

ビ

・

―

　

一

方

一

傷

一

侶
捩
酷
腱
夫
目

′犠
一

講演 1 1400～ 15ЮO   
滋
   .

n,雫

参
加
費
網
纏

講演 2 1530～ la00

慇躙鋏
主催 :千葉県千葉リハビリテーションセンター

助成 :(一社)日本損害保険協会

●お問合わせ 申込先●
千葉県千葉リハビリテーションセンター

地域連携部 地域支援室

〒266-0005 千葉市緑区誉田町 1-45-2
1EL1 043-291-1831 Fax1043-291-184ア

この講習会は (―社 )日本損害保険協会の助成を受けて実施 しています。
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医
Ｚ
枚
の
支
部
活
動
予
定
及
び
審
議
事
項
】

１

第
２２
回
ぶ
ど
う
狩
り
＆
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
尽
食
会
に
つ

い
て

（脊
損
ち
ば
１
１
４
号
７
ぺ
―
ジ
に
掲
載
）

９
月
７
日

（３

１１
時
～
１４
時

分響
量
天
甲

ｌｏ
時
）

東
金
松
之
郷
　
Ｑ
鈴
木
ぶ
ど
う
園

会
費
　
大
人
＝
２
，
０
０
０
円

小
中
学
生
＝
１
，
０
０
０
円
　
小
学
生
未
満
＝
無
料

幹
事

‥
露
崎

受
付

‥
忍
、
中
内

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
賞
品
及
び
氷
担
当

‥
露
崎

※
参
加
者
全
員
に
手
ぬ
ぐ
い
を
配
布

（中
澤
さ
ん
に
買
出

，
し
を
依
頼
す
る
）

役
員
参
加
者

‥
露
崎
、
中
内
、
飯
岡
、
石
井

詳
細
に
つ
い
て
は
脊
損
ち
ば
１
１
４
号
参
照

２
．
第
３
回
カ
ラ
オ
ケ
交
流
会
に
つ
い
て

（脊
損
ち
ば
１
１
４
号
８
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

◎
１０
月
１９

日

（日
）
１１
時
３０
分
～
１４
時
３０
分

◎
会
場

‥
シ
ダ
ッ
ク
ス
市
原
ク
ラ
ブ

※
飯
岡
氏
が
予
約
　
３０
人
ぐ
ら
い
入
れ
る
。

◎
会
費

‥
２
千
円

（昼
食
、
飲
み
物
込
み
）

※
駐
車
場
は
施
ユ竪
訓
と
屋
上
に
あ
る
が
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

が
な
い
の
で
ス
ロ
ー
．プ
を
往
復
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

車
い
す
誘
導
の
お
手
伝
い
を
金
谷
氏
に
お
願
い
す
る
。

役
員
参
加
者

‥
露
崎
、
飯
岡
、
石
井

詳
細
は
次
回
響
臭
云

（１０
月
５
日
）
で
検
討
す
る
。

３
　
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
関
係

伸
支
部
主
催
ビ
ア
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て

今
回
の
役
員
会
か
ら
会
議
終
了
後
（原
則
と
し
て
１４
時
～

‐６
時
こ

発

し
て
い
く
。
螺
肇
ぶ

い
な
捨
惣
口は
、
役

員
ど
う
し
の
情
報
交
換
や
、
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
の

心
得
な
ど
を
話
し
合
い
自
己
研
鑽
し
て
い
く
。
実
施
報
告

書
を
作
成
し
、
本
部
に
申
請
す
る
。
開
催
予
定
を
毎
回
「脊

損
ち
ば
」
に
掲
載
し
、
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
。

②
千
葉
リ
ハ
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て

８
月
２８

日

（木
）
グ
ル
Ｌ
プ
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト

テ
ー
マ

「福
祉
サ
Ｌ
ビ
ス
に
つ
い
て
」

参
加
者

‥
若
林
ヽ
畠
山
、
石
井

③
ピ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
現
隻
憾
ｋ
ム
に
つ
い
て

‐２
月
７
日

（当
支
部
忘
年
会
と
兼
ね
る
）
会
場
‥
ホ
テ
ル

ポ
ー
ト
プ
ラ
ザ
ち
ば

ホ
テ
ル
側
に
見
積
も
り
を
と
っ
た
の
で
、
本
部
に
計
画
書

を
提
出
し
損
保
協
会
助
成
金
の
確
約
を
と
り
た
い

（８
月

Ｅ
Ｎ
Ｄ
）

文
書
で
講
演
依
頼

‐
千
葉
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ

Ｉ
Ｋ
Ｗ
三
橋
民
穂
氏

（９
月
Ｅ
Ｎ
Ｄ
）

演
習
事
例

（案
）
の
作
成

・・吉
岡
、
若
林
　
次
回
役
員
会

（１０
月
５
日
）
に
て
検
討
す
る

案
内
状
の
作
成

‥
石
井
　
１０
月
２５

日
の
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

に
持
参
し
、
各
支
部
に
配
布
す
る
。

４
．
そ
の
他

①

エ
ネ
オ
ス
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
Ｃ
カ
ー
ド
入
会
申
込
用
紙
が
新

し
く
な
っ
た
の
で
希
望
者
に
配
布
す
る
。

②
関
東
甲
信
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
群
馬
県
大
会
開
催
に
つ
い

て◎
１０
月
２５

日

（土
）
１３
時
～

◎
会
場

‥
サ
ン
ピ
ア
高
崎

※
詳
細
に
つ
い
て
は
後
日
案
内
状
が
送
ら
れ
て
く
る
。

③
長
野
塁
蚤
夢

ラ
ウ
ス
ヽ
コ
ル
フ
大
会

◎
１０
月
１１
日

（土
）
～
１２
日

（日
）

◎
会
場
、
宿
泊
ホ
テ
ル
は
例
年
通
り
。

④
会
員
の
磯
部
ゆ
い
さ
ん
（立
教
大
学
大
学
院
生
）
か
ら
、

修
士
論
文
の
口
頭
試
間
を
無
事
終
え
た
の
で
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
に
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
支
部
会
員
の
皆
様
に
感
謝

す
る
と
の
メ
ー
ル
を
い
た
だ
い
た
。

働
支
部
会
員
か
ら
の
要
望
に
つ
い
て

ガ
ソ
リ
ン
等
の
燃
料
価
格
が
高
騰
し
て
い
る
の
で
、
県
に

助
成
金
の
要
望
を
し
て
ほ
し
い
。
山
梨
県
支
部
が
県
か
ら

年
２
万
円
助
成
を
受
け
て
い
る
。
↓
石
井
が
要
胡
垂
黒
ル
げ

成
し
、
県
庁
の
障
害
福
祉
課
担
当
者
に
要
朝
墨
犀
こ提
出
す

Ｚり。
③
臨
時
福
祉
給
付
金
に
つ
い
て
　
対
象
者

市
民
税
を
納

め
て
い
な
い
方
で
生
活
保
護
を
受
け
て
い
な
い
方
及
び
そ

の
児
童

０
ジ
パ
ン
グ
倶
楽
部

（Ｊ
Ｒ
東
日
本
）
特
別
△
否
貝
　
対
象

者

‥
身
障
者
手
帳
皇
羅
」
６０
才
以
上

口
女
性
５５
才
以
上

年
会
費
１
，
３
５
０
円
で
、
乗
車
２
０
１

ロ
キ
以
上
の
時
、

特
急
券
等
を
２
割
～
３
割
引
き
で
購
入
で
き
る
。
第
１
種

障
害
者
は
介
護
者
も
同
等
の
割
引
が
受
け
ら
れ
る
。
（身
障

ち
ば
よ
り
）

③
今
回
の
役
員
会
は
お
盆
に
近
い
こ
と
も
あ
り
、
集
ま
り

が
悪
か
っ
た
の
で
来
年
度
は
も
う
少
し
早
め
に
開
催
す
る
。

③
千
葉
市
緑
区
土
気
の
「ホ
キ
美
術
館
」
に
車
い
す
者
が

入
館
し
た
ら
、
介
護
者
も
つ
か
ず

一
人
で
車
い
す
を
漕
げ

る
の
だ
か
ら
と
、
障
害
手
帳

（１
級
）
を
見
せ
て
も
割
引

さ
れ
な
か
っ
た
。

⑩
支
部
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
規
則
運
用
に
つ
い
て
、
君
津
市
の

社
会
福
祉
協
議栗
ム内
に
あ
る
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
セ
ン
タ
ー
に

問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
を
依
頼
す
る
に

は
イ
ベ
ン
ト
等
開
催
市
町
村
の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
セ
ン
タ
ー

に
申
請
す
る
必
要
が
あ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
ヘ
の
交
通
費

や
食
事
等
に
つ
い
て
は
市
町
村
ご
と
に
違
い
も
あ
る
と
の

こ
と
。

支
部
と
し
て
、
各
市
町
村
の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
セ
ン
タ
ー
を
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当支部では、背髄損傷者当事者が自らの経験を基に背髄損傷者 (頚隋損傷者も含みます)

の悩みや′b配ごとなどの相談に無料で応じますのでお気軽にご相談ください。

◇ 個Al清幸団ま一切夕結6に漏らL/1せん。

◇ 難しい問題については専門相談員や、弁護士をご紹介します。

◇ ご家族やご反人、会員外の方も歓迎します。

■平成26年度実施日
H27.1月 18日 (日 )3月 1日 (日)  相談時間帯 14時 ～16時
H27年 4月以降については、脊損ちば116号でお知らせします。

■場 所
市原市保健福祉センター (サンハー ト)ボランティアルーム
千葉県市原市海士有木225-4

■相談ご希望の方は実施日前日までに下記までご連絡ください。

担当者 :飯岡 電話 050-3634-7257
Eメールアドレス si」 chiba.hide.iioka@gmail.com

■電話での相談も可能です。

ピアサポートとは 00・

ビア (Peer)=仲間

サポート(Support)

‐23-

市
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保
健
編
睡
セ
ン
タ
ー

文
所

　

　

　

、

市原市保健福祉センター

(サンハー ト)
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株式会社ミクニとの企業提携 (子会社化 :2014年 4月 1日 )に関するお知 らせ

弊社は、皆様のおかげをもちまして昨年、APド ライブ誕生 40周年を迎える事ができました。
これまで永年のご協力に感謝し、この場をお借りして御礼申し上げます。

現下の事業環境は自動車の急速な八イテク化、グローバル化など決して楽観が許される

状況ではありません。弊社も開発技術の更なる高度化、海外市場への対応力の強化など、

急速な対応を図る必要性に追られております。
これらの情勢を鑑み、弊社としましては自動車部品業界でグローバルに活躍し、福祉機器

事業も展開している (株 )ミクニと提携する事が最も良い選択肢だと判断しました。

今後、弊社内にて若干の体制・組織の変更などが行われますが、皆様におかれましては

従来通り安心してお取引いただければ幸いです。

軌 押Xh

V 
発
行
人

千
葉
県
木
更
津
市
真
舟
３
１
２６
‐
６
　
　
　
頒
価
二
〇
〇
円

全
国
脊
髄
種
傷
者
運
△
尿
至
暮
香
等
鍮
町

東
京
都
世
田
谷
区
砧
６
１
２６
‐
２‐

特
定
非
営
利
活
動
法
人
　
障
害
者
団
体
定
期
刊
行
物
協
会

一″
一一一一一一

一』議一隋颯燿鶉，一一　一一一

．一
一一一
一一一ュ一
一」中一

株式会社 ニッシン自動車工業 全国ネットワークでトータルにサポートいたします。

本 社 工 場  〒3491145埼 玉県加須市間口 4561

ぽ瘍
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